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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感圧接着剤発泡体を含むコア層と、第２の感圧接着剤を含む発泡体ではない外皮層と、
を含む感圧接着剤アセンブリであって、
　前記感圧接着剤発泡体が、
　ａ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、３０重量％～７０重量％のゴム系エラスト
マー材、
　ｂ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、１０重量％～４５重量％の炭化水素粘着付
与剤、
　ｃ）多官能（メタ）アクリレート化合物の群から選択され、前記感圧接着剤発泡体の重
量に対して、０．１重量％～１０重量％の架橋添加剤、
　ｄ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、１重量％～４０重量％のポリイソブチレン
可塑剤、
　ｅ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、２重量％～３０重量％の、ミクロスフェア
、膨張性ミクロスフェア、ガラスビーズ、ガラスミクロスフェア、グラスバブルズ、及び
これらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される充填材料、
　ｆ）熱安定剤、紫外線安定剤及びプロセス安定剤からなる群から選択され、前記感圧接
着剤発泡体の重量に対して、０．０５重量％～２重量％の、任意に用いられる安定剤、及
び、
　ｇ）カーボンブラック、アエロジル、及びケイ酸塩からなる群から選択され、前記感圧
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接着剤発泡体の重量に対して、０．１重量％～５重量％の、任意の用いられる充填添加剤
、
を含む、感圧接着剤アセンブリ。
【請求項２】
　前記第２の感圧接着剤がポリアクリレートを含む、請求項１に記載の感圧接着剤アセン
ブリ。
【請求項３】
　第３の感圧接着剤を含む第２の外皮層を更に含み、前記第３の感圧接着剤がポリアクリ
レートを含む、請求項２に記載の感圧接着剤アセンブリ。
【請求項４】
　前記感圧接着剤発泡体が電子線照射により架橋される、請求項１に記載の感圧接着剤ア
センブリ。
【請求項５】
　前記充填材料がグラスバブルズを含む、請求項１に記載の感圧接着剤アセンブリ。
 
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、その全ての開示内容が参照によって本願に組み込まれる、２０１３年８月１日
に出願された欧州特許出願第１３１７８９６１．２号の利益を主張するものである。
【０００２】
　（発明の分野）
　本開示は、一般に感圧接着剤（ＰＳＡ）発泡体の分野に関し、具体的にゴム系感圧接着
剤発泡体及びゴム系感圧接着剤アセンブリの分野に関する。本開示はまた、かかる感圧接
着剤発泡体及びアセンブリを製造する方法並びにその使用方法に関する。
【０００３】
　（背景技術）
　接着剤は、様々なマーキング、保持、保護、封止、及び遮蔽目的のために使用されてい
る。接着テープは、一般に、裏材又は基材、及び接着剤を含む。多くの用途で特に好まし
い接着剤の一種は、感圧接着剤に代表される。感圧接着剤類（ＰＳＡ）は、以下を含む特
性を有することが、当業者に周知である。（１）強力かつ恒久的粘着、（２）指圧を超え
ない圧力での接着、（３）被着体への十分な保持力、及び（４）十分な粘着強度。
【０００４】
　感圧接着剤としてよく機能することがわかっている材料は、粘着力、剥離接着力、及び
剪断強度の所望のバランスをもたらすのに必要な粘弾特性を呈すように設計され、配合さ
れたポリマーである。感圧接着剤の調製に最も一般的に使用されるポリマーは、様々な（
メタ）アクリレート系コポリマー、天然ゴム、合成ゴム、及びシリコーンである。
【０００５】
　特に感圧接着剤発泡体は、多種多様なアセンブリ並びにパネル及び成形物の自動車の内
装又は外装など製造用途の取り付け装置として使用される。このような様々な用途におい
ては、粗面又は凹凸面への接着が所望される又は必要とされる。こうした状況から、厚み
を有し、適合性がある感圧接着剤発泡体は、一般的に薄い感圧接着剤（例えば、厚みが１
２５マイクロ未満のもの）より優れている。しかしながら、近年、感圧接着剤に対する用
途が著しく増加してきているのに伴い、性能要件はより厳しくなってきている。特に、多
くの用途では、高温で、一般的には７０～９０℃の範囲で荷重を支持するような感圧接着
剤が必要とされる。これには、高い粘着強度系が必要とされる。
【０００６】
　架橋後処理工程の、特に、化学架橋の使用により、一般的に接着剤組成物に対する力学
的特性の改善を付与することが認められる一方で、状況次第では、架橋工程の使用により
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得られる接着剤組成物の粘着性及び接着性に悪影響を与え、許容可能な感圧接着性を発揮
又は維持する接着剤組成物の性能を著しく落とす場合があることも認められる。例えば、
ＷＯ　０２／３４８５９－Ａ１では、架橋後処理工程の必要性をなくすホットメルト接着
剤組成物の調製方法が記載されている。
【０００７】
　さらに、当該技術分野において既知である感圧接着剤材料は、多くの場合、いわゆるＬ
ＳＥ及びＭＳＥ基材、即ち、それぞれ、低表面エネルギー及び中表面エネルギーを有する
基材を含む様々な種類の基材に十分な粘着性を付与しない。特に、これらの固着困難基材
に対する剥離力又は耐剪断性は、特に変化する温度及び湿度などの環境ストレス下で、要
件を満たさないことが多い。
【０００８】
　感圧接着剤に関する性能要件の向上に加え、特に、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）下方制
御が、例えば、建設市場又は自動車若しくは電子産業における多様な内装用途（労働衛生
及び労働安全性）にとって、ますます重要となってきている。既知のアクリレート系感圧
接着剤は、一般に顕著な量の、重合プロセスで生じる未反応モノマー、重合開始剤残渣、
原料の混入物、又は製造プロセスで生じる分解物などの低分子量有機残渣を含む。これら
のＶＯＣと認められる低分子量残渣は、接着テープの外に拡散することもあり、場合によ
り有害となり得る。
【０００９】
　当該技術分野において既知の感圧接着剤に関連する技術的利点に対立することなく、特
に室温及び高温（例えば、７０℃）での剥離力及び耐静的剪断性に関する優れた多目的な
接着特性を付与する、安定かつ費用対効果が高い感圧接着剤発泡体を依然として必要とし
ている。本開示の感圧接着剤（ＰＳＡ）発泡体、アセンブリ、及び方法の他の利点は、以
下の説明から明らかになるであろう。
【００１０】
（概要）
　一態様によると、本開示は、ゴム系エラストマー材と、少なくとも１つの炭化水素粘着
付与剤と、多官能（メタ）アクリレート化合物の群から選択される架橋添加剤と、を含む
感圧接着剤発泡体に関する。
【００１１】
　他の態様では、本開示は、上記のとおりの感圧接着剤発泡体の製造方法に関し、その方
法は、
　ａ）ゴム系エラストマー材；少なくとも１つの炭化水素粘着付与剤；多官能（メタ）ア
クリレート化合物の群から選択される架橋添加剤；場合により、好ましくは膨張性ミクロ
スフェア、グラスバブルズ、ガス空洞体、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物
からなる群から選択される充填材料；場合により、少なくとも１つの可塑剤、特に、ポリ
イソブチレン可塑剤、を配合し、感圧接着剤発泡体配合物を形成する工程、及び、
　ｂ）好ましくは化学線、より好ましくは電子線照射により感圧接着剤発泡体配合物を架
橋する、任意に採用される工程、を備える。
【００１２】
　さらに他の態様によると、本開示は、産業用途、特に内装用途、さらに建設市場用途、
自動車用途、又は電子用途に対する上述のような感圧接着剤発泡体又は感圧接着剤アセン
ブリの使用に関する。
【００１３】
（詳細な説明）
　第一態様によると、本開示は、ゴム系エラストマー材と、少なくとも１つの炭化水素粘
着付与剤と、多官能（メタ）アクリレート化合物の群から選択される架橋添加剤と、を含
む感圧接着剤発泡体に関する。
【００１４】
　本開示の文脈では、全く意外にも、ゴム系エラストマー材と、少なくとも１つの炭化水
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素粘着付与剤と、多官能（メタ）アクリレート化合物の群から選択される架橋添加剤と、
を含み、特に室温及び高温（例えば、７０℃）での剥離力及び耐静的剪断性に関する優れ
た多目的な接着特性を付与する、感圧接着剤発泡体を見出した。さらに、本明細書に記載
しているように、感圧接着剤発泡体は、特に様々な共通基材に対する剥離力及び耐静的剪
断性に関する接着特性及び粘着特性の優れた全体的なバランスを付与する。いくつかの態
様では、かかる有利な性質は、低表面エネルギー基材及び／又は中表面エネルギー基材な
どの基材上で得ることができる。
【００１５】
　本開示の文脈では、「低表面エネルギー基材」という表現は、１センチメートル当たり
３４ダイン未満の表面エネルギーを有する基材を指すことを意味する。このような材料と
しては、ポリプロピレン、ポリエチレン（例えば、高密度ポリエチレン、即ち、ＨＤＰＥ
）、及びポリプロピレンのブレンド（例えば、ＰＰ／ＥＰＤＭ、ＴＰＯ）が挙げられる。
【００１６】
　本開示の文脈では、「中表面エネルギー基材」という表現は、１センチメートル当たり
３４～７０ダイン、典型的には１センチメートル当たり３４～６０ダイン、より典型的に
は１センチメートル当たり３４～５０ダインをなす表面エネルギーを有する基材を指すこ
とを意味する。このような材料としては、ポリアミド６（ＰＡ６）、アクリロニトリル・
ブタジエン・スチレン（ＡＢＳ）、ＰＣ／ＡＢＳブレンド、ＰＣ、ＰＶＣ、ＰＡ、ＰＵＲ
、ＴＰＥ、ＰＯＭ、ポリスチレン、ポリ（メタクリル酸メチル）（ＰＭＭＡ）、クリアコ
ート面、具体的には自動車など車両のクリアコート面又は工業用途用の被覆表面、及び繊
維強化プラスチックのような複合材料が挙げられる。
【００１７】
　表面エネルギーは、典型的には、例えば、ＡＳＴＭ　Ｄ７４９０－０８に記載の接触角
計測装置で決定される。
【００１８】
　本開示による感圧接着剤発泡体は、例えば、自動車本体側面成形、ウェザーストリップ
、道路標識、商業看板、建造物、電気キャビネット、シェルモールド、機械部品、接続箱
、太陽光電池モジュールのバックシートソリューションを接着させるための特定の使用を
見出し得る。本開示による多層感圧接着剤アセンブリは、例えば、ポリオレフィン表面な
どの低エネルギー表面及びクリアコート表面などの中エネルギー表面への固着に好適であ
る。より具体的には、本明細書に開示のＰＳＡ発泡体は、自動車クリアコート表面への固
着に有利に使用し得る。
【００１９】
　いくつかの態様では、本開示による感圧接着剤発泡体は、（産業）内装用途、さらに具
体的には、建設市場用途、自動車用途、又は電子用途に特に好適である。自動車用途との
関係においては、本明細書に記載しているように感圧接着剤発泡体は、自動車本体側面成
形、ウェザーストリップ、又はバックミラーを接着させるための特定の使用を見出し得る
。
【００２０】
　本開示の文脈では、「発泡体」という用語は、ポリマーに基づく材料を指すことを意味
し、その材料は、典型的には少なくとも５容積％、典型的には１０容積％～５５容積％又
は１０容積％～４５容積％の量で空隙を含む。空隙は、気体で気泡を形成するといった任
意の既知の方法によって得ることができる。あるいは、空隙は、中空ポリマー粒子、中空
ガラスミクロスフェア、又は中空セラミックミクロスフェアといった中空充填剤の組み込
みにより得ることができる。
【００２１】
　本開示の文脈では、「ゴム系エラストマー材」という表現は、任意の非アクリル系エラ
ストマー材を指すことを意味する。このような材料としては、天然及び合成ゴム類が挙げ
られる。
【００２２】
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　公知であるいずれのゴム系エラストマー材も、本開示の文脈において使用され得る。本
明細書に用いる好適なゴム系エラストマー材は、本開示を踏まえて当業者によって容易に
特定され得る。
【００２３】
　本明細書に用いるゴム系エラストマー材の非限定例としては、天然ゴム、合成ゴム、熱
可塑性エラストマー材、非熱可塑性エラストマー材、熱可塑性炭化水素エラストマー材、
非熱可塑性炭化水素エラストマー材、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物が挙
げられる。
【００２４】
　特定の態様によれば、本明細書に用いるゴム系エラストマー材は、ハロゲン化ブチルゴ
ム、特にブロモブチルゴム及びクロロブチルゴム；ハロゲン化イソブチレン－イソプレン
コポリマー；ブロモ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；クロロ－イソブチレン－イ
ソプレンコポリマー；ブロックコポリマー；オレフィン系ブロックコポリマー；ブチルゴ
ム；合成ポリイソプレン；エチレン－オクチレンゴム；エチレン－プロピレンゴム；エチ
レン－プロピレンランダムコポリマー；エチレン－プロピレン－ジエンモノマーゴム；ポ
リイソブチレン；ポリ（α－オレフィン）；エチレン－α－オレフィンコポリマー；エチ
レン－α－オレフィンブロックコポリマー；スチレン系ブロックコポリマー；スチレン－
イソプレン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコ
ポリマー；スチレン－エチレン／ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－
エチレン／プロピレン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－ブタジエンランダムコ
ポリマー；オレフィン系ポリマー及びコポリマー；エチレン－プロピレンランダムコポリ
マー；エチレン－プロピレン－ジエンターポリマー、並びにこれらの任意の組み合わせ若
しくは混合物からなる群から選択される。
【００２５】
　本開示の感圧接着剤発泡体の好ましい態様によると、本明細書に用いるゴム系エラスト
マー材は、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー；特にブロモ－イソブチレン
－イソプレンコポリマー、クロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；オレフィン系
ブロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロックコポリマー、エチレン－プロピ
レン－ブチレンコポリマー；スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマー；スチ
レン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー、及びこれらの任意の組み合わせ若しく
は混合物からなる群から選択される。
【００２６】
　更に好ましい態様によると、本明細書に用いるゴム系エラストマー材は、ハロゲン化イ
ソブチレン－イソプレンコポリマー；特にブロモ－イソブチレン－イソプレンコポリマー
、クロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；オレフィン系ブロックコポリマー、特
にエチレン－オクチレンブロックコポリマー、エチレン－プロピレン－ブチレンコポリマ
ー、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される。
【００２７】
　本開示の感圧接着剤発泡体は、更に少なくとも１つの炭化水素粘着付与剤を含む。典型
的に従来の感圧接着剤発泡体組成物に含まれる任意の炭化水素粘着付与剤が、本開示の文
脈で使用することができる。有用な炭化水素粘着付与剤は、典型的に重合性材料と相溶性
を有するように選択される。本明細書に用いる好適な炭化水素粘着付与剤は、本開示を踏
まえて当業者によって容易に特定され得る。
【００２８】
　固体又は液体の炭化水素粘着付与剤は、添加され得るが、固体の炭化水素粘着付与剤が
好ましい。固体粘着付与剤は、一般に、１０，０００グラム／モル以下の数平均分子量（
Ｍｗ）、及び約７０℃超の軟化点を有する。液体粘着付与剤は、約０℃～約１２０℃の軟
化点を有する粘着性物質である。
【００２９】
　好適な粘着付与樹脂としては、ポリテルペン（例えば、αピネン系樹脂、βピネン系樹
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脂、及びリモネン系樹脂）及び芳香族修飾ポリテルペン樹脂（例えば、フェノール修飾ポ
リテルペン樹脂）などのテルペン樹脂；クマロン－インデン樹脂；並びにＣ５系炭化水素
樹脂、Ｃ９系炭化水素樹脂、Ｃ５／Ｃ９系炭化水素樹脂、及びジシクロペンタジエン系樹
脂などの石油系炭化水素樹脂が挙げられる。添加される場合、これらの粘着付与樹脂は、
特定の感圧接着剤組成物へのそれらの色の寄与を低下させるために、水素添加することが
できる。様々な粘着付与剤がすべて、上記記載のＶＯＣ値基準を満たす限り、所望により
、それらの組み合わせを使用することができる。
【００３０】
　炭化水素樹脂である粘着付与剤は、様々な石油系原材料から調製することができる。こ
れらの原料は、脂肪族炭化水素（主に、トランス－１，３－ペンタジエン、シス－１，３
－ペンタジエン、２－メチル－２－ブテン、ジシクロペンタジエン、シクロペンタジエン
、及びシクロペンテンの混合物などの、いくつかの他のモノマーの存在を伴うＣ５モノマ
ー）、芳香族炭化水素（主に、ビニルトルエン、ジシクロペンタジエン、インデン、メチ
ルスチレン、スチレン、及びメチルインデンの混合物などの、いくつかの他のモノマーの
存在を伴うＣ９モノマー）、又はこれらの混合物であり得る。Ｃ５モノマーに由来する粘
着付与剤は、Ｃ５系炭化水素樹脂と呼ばれる一方で、Ｃ９モノマーに由来するものは、Ｃ
９系炭化水素樹脂と呼ばれる。いくつかの粘着付与剤は、Ｃ５モノマーとＣ９モノマーと
の混合物に由来する、又はＣ５系炭化水素粘着付与剤とＣ９系炭化水素粘着付与剤とのブ
レンドである。これらの粘着付与剤は、Ｃ５／Ｃ９系炭化水素粘着付与剤と呼ぶことがで
きる。これらの樹脂のうちのいずれかは、それらの色、熱安定性、又はプロセス適合性を
向上させるために部分的に又は完全に水素添加することができる。
【００３１】
　Ｃ５系炭化水素樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品
名ＰＩＣＣＯＴＡＣ及びＥＡＳＴＯＴＡＣで、Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙから商品名ＷＩＮ
ＧＴＡＣＫで、Ｎｅｖｉｌｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品名ＮＥＶＴ
ＡＣ　ＬＸで、及びＫｏｌｏｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ、Ｉｎｃ．から商品名ＨＩＫＯＲ
ＥＺで市販されている。Ｃ５系炭化水素樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから
様々な程度の水素添加で商品名ＥＡＳＴＯＴＡＣＫで市販されている。
【００３２】
　Ｃ９系炭化水素樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから商品
名ＰＩＣＣＯ、ＫＲＩＳＴＬＥＸ、ＰＬＡＳＴＯＬＹＮ、及びＰＩＣＣＯＴＡＣ、及びＥ
ＮＤＥＸで、Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙから商品名ＮＯＲＳＯＬＥＮＥで、Ｒｕｅｔｇｅｒ
ｓ　Ｎ．Ｖ．から商品名ＮＯＶＡＲＥＺで、並びにＫｏｌｏｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，
Ｉｎｃ．から商品名ＨＩＫＯＴＡＣで市販されている。これらの樹脂は、部分的な又は完
全な水素添加とすることができる。水素添加の前に、Ｃ９系炭化水素樹脂はしばしば、プ
ロトン核磁気共鳴によって測定されるように、約４０パーセント芳香族である。水素添加
Ｃ９系炭化水素樹脂は、例えば、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから商品名ＲＥＧＡ
ＬＩＴＥ及びＲＥＧＡＬＲＥＺで市販されており、これらは５０～１００パーセント（例
えば、５０パーセント、７０パーセント、９０パーセント、及び１００パーセント）水素
添加されている。部分的な水素添加樹脂は、典型的には、いくつかの芳香環を有する。
【００３３】
　種々のＣ５／Ｃ９系炭化水素粘着付与剤は、Ａｒａｋａｗａから商品名ＡＲＫＯＮで、
Ｚｅｏｎから商品名ＱＵＩＮＴＯＮＥで、Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
から商品名ＥＳＣＯＲＥＺで、並びにＮｅｗｐｏｒｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓから商品名
ＮＵＲＥＳ及びＨ－ＲＥＺ（Ｎｅｗｐｏｒｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ）で市販されている
。本開示の文脈では、本明細書に用いる好適な炭化水素粘着付与剤は、Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから商品名ＥＳＣＯＲＥＺで市販されているＣ５／Ｃ９系炭
化水素粘着付与剤から有利に選択され得る。
【００３４】
　本開示の感圧接着剤発泡体の好ましい態様によると、本明細書に用いる炭化水素粘着付
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与剤は、脂肪族炭化水素樹脂、脂環式炭化水素樹脂、芳香族変性脂肪族及び脂環式樹脂、
芳香族樹脂、水素添加炭化水素樹脂、テルペン及び変性テルペン樹脂、テルペンフェノー
ル樹脂、ロジンエステル、並びにこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群か
ら選択される。
【００３５】
　本開示の感圧接着剤発泡体の有利な態様では、粘着付与樹脂は、Ｃ５系炭化水素樹脂、
Ｃ９系炭化水素樹脂、Ｃ５／Ｃ９系炭化水素樹脂、及びこれらの任意の組み合わせ若しく
は混合物からなる群から選択される。別の有利な態様では、粘着付与樹脂は、水素添加テ
ルペン樹脂、水素添加ロジン樹脂、水素添加Ｃ５系炭化水素樹脂、水素添加Ｃ９系炭化水
素樹脂、水素添加Ｃ５／Ｃ９系炭化水素樹脂、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混
合物からなる群から選択される。
【００３６】
　本開示の感圧接着剤発泡体の別の有利な態様では、炭化水素粘着付与剤は、室温で液体
の炭化水素粘着付与剤と室温で固体の炭化水素粘着付与剤との混合物を含む。
【００３７】
　炭化水素粘着付与剤のいずれかは、例えば、感圧接着剤発泡体の重量に対して、最大６
０重量％の量で使用され得る。いくつかの態様では、粘着付与剤は、感圧接着剤発泡体の
重量に対して、最大５５重量％、最大５０重量％、又は最大５５重量％の量で使用され得
る。粘着付与剤の量は、例えば、感圧接着剤発泡体の重量に対して、５重量％～６０重量
％、５重量％～５０重量％、１０重量％～４５重量％、又は１５重量％～４５重量％の範
囲となり得る。
【００３８】
　本開示の感圧接着剤発泡体は、多官能（メタ）アクリレート化合物からなる群から選択
される架橋添加剤（架橋剤とも呼ぶ）を更に含む。典型的に従来の感圧接着剤発泡体組成
物に含まれる任意の多官能（メタ）アクリレート化合物が、本開示の文脈で、有用な架橋
添加剤として使用することができる。本明細書に用いる好適な多官能（メタ）アクリレー
ト化合物は、本開示を踏まえて当業者によって容易に特定され得る。
【００３９】
　本明細書に用いる好適な架橋添加剤は、複数の（メタ）アクリロイル基を有してもよい
。複数の（メタ）アクリロイル基を有する架橋剤は、ジ（メタ）アクリレート、トリ（メ
タ）アクリレート、テトラ（メタ）アクリレート、ペンタ（メタ）アクリレート、及び同
様のものとすることができる。例えば、（メタ）アクリル酸を多価アルコール（即ち、少
なくとも２つのヒドロキシル基を有するアルコール）と反応させることにより、これらの
架橋剤を形成してもよい。多価アルコールは、多くの場合、２つ、３つ、４つ、又は５つ
のヒドロキシル基を有する。架橋剤の混合物もまた使用され得る。
【００４０】
　多くの態様では、架橋剤は、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基を含有する。２
つのアクリロイル基を有する例示的な架橋剤としては、１，２－エタンジオールジアクリ
レート、１，３－プロパンジオールジアクリレート、１，９－ノナンジオールジアクリレ
ート、１，１２－ドデカンジオールジアクリレート、１，４－ブタンジオールジアクリレ
ート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ブチレングリコールジアクリレート、
ビスフェノールＡジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、トリエチレン
グリコールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリプロピレン
グリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリプロピレング
リコールジアクリレート、ポリエチレン／ポリプロピレンコポリマージアクリレート、ポ
リブタジエンジ（メタ）アクリレート、プロポキシル化グリセリントリ（メタ）アクリレ
ート、及びネオペンチルグリコールヒドロキシピバレートジアクリレート変性カプロラク
トンが挙げられるが、これらに限定されない。
【００４１】
　３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基を有する例示的な架橋剤としては、トリメチロ
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ールプロパントリアクリレート（例えば、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．
（Ｓｍｙｒｎａ，ＧＡ）から商品名ＴＭＰＴＡ－Ｎで、及びＳａｒｔｏｍｅｒ（Ｅｘｔｏ
ｎ，ＰＡ）から商品名ＳＲ－３５１で市販されている）、トリメチルプロパントリメタク
リレート（Ｓａｒｔｏｍｅｒ（Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ）から商品名ＳＲ－３５０で市販されて
いる）、ペンタエリスリトールトリアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒから商品名
ＳＲ－４４４で市販されている）、トリス（２－ヒドロキシエチルイソシアヌレート）ト
リアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒから商品名ＳＲ－３６８で市販されている）
、ペンタエリスリトールトリアクリレートとペンタエリスリトールテトラアクリレートと
の混合物（例えば、Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．，から、商品名ＰＥＴ
ＩＡで（約１：１の比率でテトラアクリレート対トリアクリレートを有する）、及び商品
名ＰＥＴＡ－Ｋで（３：１の比率でテトラアクリレート対トリアクリレートを有する）市
販されている）、ペンタエリスリトールテトラアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ
から商品名ＳＲ－２９５で市販されている）、ジ－トリメチロールプロパンテトラアクリ
レート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒから商品名ＳＲ－３５５で市販されている）、並びに
エトキシル化ペンタエリスリトールテトラアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒから
商品名ＳＲ－４９４で市販されている）が挙げられるが、これらに限定されない。例示的
な５つの（メタ）アクリロイル基を有する架橋剤として、ジペンタエリスリトールペンタ
アクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒから商品名ＳＲ－３９９で市販されている）が
挙げられるが、これらに限定されない。
【００４２】
　いくつかの態様では、架橋剤は、少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基を含むポリ
マー材料である。例えば、架橋剤は、少なくとも２つのアクリロイル基を有するポリ（ア
ルキレンオキシド）（例えば、ＳａｒｔｏｍｅｒからＳＲ２１０、ＳＲ２５２、及びＳＲ
６０３などで市販されているポリエチレングリコールジアクリレート）、又は少なくとも
２つの（メタ）アクリロイル基を有するポリ（ウレタン）（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒか
らのＣＮ９０１８などのポリウレタンジアクリレート）であってよい。架橋剤の分子量が
大きくなると、生じるアクリルコポリマーは、破断前により高い伸びを有する傾向がある
。高分子架橋剤は、その非高分子の対応部と比較して、より多い重量パーセント量で用い
られる傾向がある。
【００４３】
　架橋添加剤は、例えば、感圧接着剤発泡体の重量に対して、最大４０重量％の量で使用
され得る。いくつかの態様では、架橋添加剤は、感圧接着剤発泡体の重量に対して、最大
２０重量％、最大１５重量％、最大１０重量％、又は最大５重量％の量で使用され得る。
架橋添加剤の量は、例えば、感圧接着剤発泡体の重量に対して、０．１重量％～１０重量
％、０．５重量％～８重量％、１重量％～６重量％、又は２重量％～５重量％の範囲とな
り得る。
【００４４】
　本開示の好ましい態様では、本明細書に用いる架橋添加剤は、化学線、より好ましくは
電子線照射で活性化される／活性化可能である。あるいは、本明細書に用いる架橋添加剤
は、ＵＶ又は、ガンマ線若しくは電子放射線などの高エネルギー電磁放射線を使用して、
活性化され得る。
【００４５】
　より好ましい態様では、架橋添加剤は、多官能（メタ）アクリレート化合物からなる群
から選択される。例示的な多官能（メタ）アクリレート化合物は、好ましくは少なくとも
２つの（メタ）アクリロイル基、特に３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基、さらに具
体的には３つの（メタ）アクリロイル基を含む。
【００４６】
　有利な態様では、多官能（メタ）アクリレート化合物は、以下の式で表される構造を有
する。
　Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ１）－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ２－［Ｏ－（ＣＯ）－（Ｒ１）Ｃ＝ＣＨ２］ｎ
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　［式中、Ｒ１は、水素又はメチルであり、ｎは、１、２、３、又は４であり、Ｒ２は、
アルキレン、アリーレン、ヘテロアルキレン、又はこれらの任意の組み合わせである。］
【００４７】
　非常に有利な態様によると、本明細書に用いる架橋添加剤は、１，６ーヘキサンジオー
ルジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、及びこ
れらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される多官能（メタ）アクリ
レート化合物である。
【００４８】
　本開示の感圧接着剤発泡体は、更に任意成分として、可塑剤を含んでもよい。典型的に
従来の感圧接着剤発泡体組成物に含まれる任意の可塑剤が、本開示の文脈で使用すること
ができる。有用な可塑剤は、典型的に重合性材料及び粘着付与剤と相溶性を有するように
選択される。本明細書に用いる好適な可塑剤は、本開示を踏まえて当業者によって容易に
特定され得る。
【００４９】
　好適な可塑剤としては、ポリイソブチレン、鉱油、エチレンプロピレンジエンモノマー
ゴム、液状炭化水素樹脂、様々なポリアルキレンオキシド（例えば、ポリエチレンオキシ
ド又はプロピレンオキシド）、アジピン酸エステル、ギ酸エステル、リン酸エステル、安
息香酸エステル、フタル酸エステル、スルホンアミド、ナフテン油、及びこれらの任意の
組み合わせ若しくは混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００５０】
　本開示の感圧接着剤発泡体の特定の態様によると、可塑剤は、ポリイソブチレン、鉱油
、エチレンプロピレンジエンモノマーゴム、液状炭化水素樹脂、及びこれらの任意の組み
合わせ若しくは混合物からなる群から選択される。好ましくは、可塑剤は、ポリイソブチ
レン可塑剤からなる群から選択される。
【００５１】
　本開示の文脈では、本明細書に用いる好適なポリイソブチレン可塑剤は、ＢＡＳＦから
商品名ＯＰＰＡＮＯＬで市販されているものから有利には、選択され得る。
【００５２】
　可塑剤は、例えば、感圧接着剤発泡体の重量に対して、４０重量％以下の量で使用され
得る。いくつかの態様では、可塑剤は、感圧接着剤発泡体の重量に対して、最大３５重量
％、最大３０重量％、又は最大２５重量％の量で使用され得る。可塑剤の量は、例えば、
感圧接着剤発泡体の重量に対して、１重量％～４０重量％、２重量％～３０重量％、５重
量％～３０重量％、又は１０重量％～２５重量％の範囲となり得る。
【００５３】
　いくつかの態様では、本開示の感圧接着剤発泡体は、更に任意成分として、（更なる）
充填材料を含んでもよい。かかる充填剤は、例えば、感圧接着剤アセンブリの機械的安定
性を増加させるために有利に使用されてもよく、またその剪断及び剥離力抵抗を増加させ
てもよい。
【００５４】
　当業者に公知であるいずれの充填材料も、本開示の文脈において使用され得る。本明細
書において使用することができる充填材料の典型的な例としては、膨張パーライト、ミク
ロスフェア、膨張性ミクロスフェア、セラミック球、ゼオライト、粘土充填剤、ガラスビ
ーズ、中空無機ビーズ、シリカ型充填剤、疎水性シリカ型充填剤、親水性シリカ型充填剤
、ヒュームドシリカ、繊維、特に、ガラス繊維、炭素繊維、グラファイト繊維、シリカ繊
維、セラミック繊維、電気伝導性及び／又は熱伝導性粒子、ナノ粒子、特にシリカナノ粒
子、並びにこれらの任意の組み合わせからなる群から選択されるものが挙げられるが、こ
れらに限定されない。
【００５５】
　本開示の好ましい態様では、感圧接着剤発泡体は、ミクロスフェア、膨張性ミクロスフ
ェア、好ましくはペンタン充填膨張性ミクロスフェア、ガス空洞体、ガラスビーズ、ガラ
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スミクロスフェア、グラスバブルズ、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物から
なる群から選択される少なくとも１つの充填材料を更に含む。より好ましくは、本明細書
に用いる少なくとも１つの充填材料は、膨張性ミクロスフェア、グラスバブルズ、及びこ
れらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される。
【００５６】
　本開示を踏まえて当業者には明らかとなるように、他の添加剤を、場合により、感圧接
着剤発泡体に含ませ、任意の所望される特性を達成し得る。このような添加剤は、更なる
粘着付与剤、更なる架橋添加剤、顔料、強靱化剤、強化剤、難燃剤、酸化防止剤、及び各
種安定剤が挙げられるが、これらに限定されない。添加剤は、典型的には、所望の最終特
性を得るのに十分な量で添加される。
【００５７】
　特定の一態様によると、本開示による感圧接着剤発泡体は、
　ａ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、２０重量％～８０重量％、３０重量％～７
０重量％、又は４０重量％～６０重量％の前記ゴム系エラストマー材、
　ｂ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、５重量％～６０重量％、５重量％～５０重
量％、１０重量％～４５重量％、又は１５重量％～４５重量％の前記炭化水素粘着付与剤
、
　ｃ）多官能（メタ）アクリレート化合物からなる群から選択され、前記感圧接着剤発泡
体の重量に対して、０．１重量％～１０重量％、０．５重量％～８重量％、１重量％～６
重量％、又は２重量％～５重量％の架橋添加剤、
　ｄ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、１重量％～４０重量％、２重量％～３０重
量％、５重量％～３０重量％、又は１０重量％～２５重量％の、任意に用いられる前記ポ
リイソブチレン可塑剤、
　ｅ）好ましくは膨張性ミクロスフェア及びグラスバブルズからなる群から選択され、前
記感圧接着剤発泡体の重量に対して、２重量％～３０重量％、２重量％～２０重量％、又
は２重量％～１５重量％の、任意に用いられる充填材料、
　ｆ）熱安定剤、紫外線安定剤、プロセス安定剤からなる群から選択され、前記感圧接着
剤発泡体の重量に対して、０．０５重量％～２重量％の、任意に用いられる安定剤、
　ｇ）好ましくは、カーボンブラック、アエロジル、及びケイ酸塩からなる群から選択さ
れ、前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、０．１重量％～５重量％の、任意に用いられ
る充填添加剤、を含む。
【００５８】
　特に有利な態様では、本開示による感圧接着剤発泡体は、好ましくは化学線、より好ま
しくは電子線照射により架橋される。
【００５９】
　本開示の文脈では、全く意外にも、上記のように、感圧接着剤発泡体配合物を特に化学
線、好ましくは電子線照射により架橋すると、室温及び高温（例えば、７０℃）の両方で
更に向上した静的剪断性能を有する特徴がある感圧接着剤発泡体を得ることが見出された
。
【００６０】
　架橋に基づく電子線照射を行いながら、好適な電子線照射量を見出すとともに、好適な
電子線加速電圧を選択することは、当業者の実施範疇である。好適な加速電圧は典型的に
選択され、対応する感圧接着剤発泡体配合物層の塗布量に適合する。例示的な電子線加速
電圧は、２００～１２００ｇ／ｍ２の塗布量を有する発泡体層に対して、典型的には１４
０～３００ｋＶからなる。
【００６１】
　有利なことに、本開示の感圧接着剤組発泡体は、１５０ｋＧｙ未満、１３０ｋＧｙ未満
、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、又は３０ｋＧｙ未満の電子線照
射量を使用して、架橋されてもよい。好適な電子線照射量は、典型的には少なくとも５ｋ
Ｇｙ、少なくとも１０ｋＧｙ、又は少なくとも２０ｋＧｙである。
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【００６２】
　本開示による感圧接着剤発泡体の特定の態様では、炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑
剤、特にポリイソブチレン可塑剤は、実験の項で記載される重量減少試験法による熱重量
分析によって測定される、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、
４００ｐｐｍ未満、又は２００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する。
【００６３】
　本開示の文脈では、驚くべきことに、ゴム系エラストマー材、少なくとも１つの炭化水
素粘着付与剤、及び場合により、少なくとも１つの可塑剤、例えば、ポリイソブチレン可
塑剤を含み、該炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤が、実験の項で記載される重量減少
試験法による熱重量分析によって測定される、１０００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（
ＶＯＣ）値を有する、感圧接着剤発泡体が、全体的なＶＯＣ濃度の低減に関して、優れた
特徴や性能を提供することが見出された。
【００６４】
　有利なことに、本明細書に用いる炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤、特にポリイソ
ブチレン可塑剤は、実験の項で記載される重量減少試験法による熱重量分析によって測定
される、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐ
ｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギン
グ化合物（ＦＯＧ）値を有する。
【００６５】
　本開示の文脈では、驚くべきことに、ゴム系エラストマー材、少なくとも１つの炭化水
素粘着付与剤、及び場合により、少なくとも１つの可塑剤、例えば、ポリイソブチレン可
塑剤を含み、該炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤が、実験の項で記載される重量減少
試験法による熱重量分析によって測定される、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満
、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又
は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有する、感圧接着剤発泡体
が、ガス放出した化合物の縮合及び／又は熱安定性に対する抵抗に関して、優れた特徴や
性能を提供することが見出された。有利な低フォギング特徴を有する感圧接着剤発泡体は
、特に電気的用途に適している。
【００６６】
　有利なことに、本明細書に用いる炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤、特にポリイソ
ブチレン可塑剤は、実験の項で記載されるオーブンガス放出試験方法による重量減少分析
によって測定される、１重量％未満、０．８重量％未満、０．６重量％未満、０．５重量
％未満、０．４重量％未満、０．３重量％未満、０．２重量％未満、又は０．１重量％未
満のガス放出値を有する。
【００６７】
　本開示の文脈では、驚くべきことに、ゴム系エラストマー材、少なくとも１つの炭化水
素粘着付与剤、及び場合により、少なくとも１つの可塑剤、例えば、ポリイソブチレン可
塑剤を含み、該炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤が、実験の項で記載されるオーブン
ガス放出試験方法による重量減少分析によって測定される、１重量％未満、０．８重量％
未満、０．６重量％未満、０．５重量％未満、０．４重量％未満、０．３重量％未満、０
．２重量％未満、又は０．１重量％未満、のガス放出値を有する、感圧接着剤発泡体が、
優れた熱安定性を提供することが見出された。
【００６８】
　別の態様によると、本開示は、上述するような感圧接着剤発泡体を含む感圧接着剤アセ
ンブリを対象とする。本開示による感圧接着剤アセンブリは、その最終的な用途及び所望
の特性に応じて、かつそれが少なくとも上述するような感圧接着剤発泡体を含むことを条
件として、任意の好適な種類の設計又は構成を有し得る。
【００６９】
　本開示の感圧接着剤アセンブリは、単一層構造体の形態をとり、感圧接着剤発泡体層か
ら本質的になってもよい。かかる単一層アセンブリは、両面接着テープとして有利に使用
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することができる。
【００７０】
　代替的態様によると、本開示の感圧接着剤アセンブリは、多層構造体の形態をとっても
よく、例えば、２つ又はそれ以上の重畳した層、即ち、第１の感圧接着剤層と、例えば裏
当て層及び／又は更なる感圧接着剤層などの隣接する層とを含んでもよい。かかる接着性
多層構造体又はテープは、２つの物体を相互に接着するための２層接着テープとして有利
に使用し得る。この文脈において、本明細書における使用に好適な裏当て層は、少なくと
も部分的な感圧接着剤の特徴を呈する場合も、呈しない場合もある。
【００７１】
　裏当て層も存在する場合の実施においては、かかる感圧接着剤アセンブリは３層設計を
反映し、この中で裏当て層は、例えば２つの感圧接着剤層の間に挟まれ得る。
【００７２】
　多層感圧接着剤アセンブリに関して、本開示は、上記の設計に限定されない。更なる代
替的な実施として、感圧接着剤アセンブリは、裏当て層と感圧接着剤層との間に少なくと
も１つの中間層を含んでもよい。これらの更なる内部中間層、及び裏当て層は、例えば多
層感圧接着剤アセンブリの引裂抵抗性の増加などの有利な機械的特性、又は例えば、光透
過若しくは反射、着色、及び標識化などの光学機能性を呈し得る。
【００７３】
　特定の態様では、中間層は、ポリアクリレート、ポリウレタン、ポリオレフィン、ポリ
スチレン、ポリアミド、天然ゴム、合成ゴム、ポリビニルピロリドン、及びこれらの任意
の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択されるポリマーを含む。
【００７４】
　しかしながら、中間層が、ＰＳＡ層に関して本開示に記載されるような感圧接着剤組成
物から選択されることも可能である。中間層の配合は、感圧接着剤層と比較して、同一で
あってもよく、又は異なってもよい。
【００７５】
　好適な裏当て層は、プラスチック（例えば、二軸延伸ポリプロピレンを含むポリプロピ
レン、ビニル、ポリエチレン、例えば、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル
を含む、）、不織布（例えば、紙、布、不織布スクリム）、金属箔、発泡体（例えば、ポ
リアクリル酸、ポリエチレン、ポリウレタン、ネオプレン）などから作製され得る。
【００７６】
　特定の態様によると、本開示による感圧接着剤アセンブリは、ポリマー発泡体層の形態
をとる感圧接着剤層を含む。
【００７７】
　本開示の文脈では、「ポリマー発泡体」という用語は、ポリマーに基づく材料を指すこ
とを意味し、その材料は、空隙を、典型的には、少なくとも５容積％、典型的には１０容
積％～５５容積％又は１０容積％～４５容積％の量で含む。空隙は、気体で気泡を形成す
るといった任意の既知の方法によって得ることができる。あるいは、空隙は、中空ポリマ
ー粒子、中空ガラスミクロスフェア、又は中空セラミックミクロスフェアといった中空充
填剤の組み込みにより得ることができる。
【００７８】
　本明細書に用いるポリマー発泡体層は、例えば、１００～６０００μｍ、２００～４０
００μｍ、５００～２０００μｍ、又は８００～１５００μｍからなる厚みを有する。本
記述を踏まえて当業者には明白であるように、ポリマー発泡体層の好ましい厚みは、目的
とする用途次第である。
【００７９】
　ポリマー発泡体層は、典型的には、０．４０ｇ／ｃｍ３～１．５ｇ／ｃｍ３、０．４５
ｇ／ｃｍ３～１．１０ｇ／ｃｍ３、０．５０ｇ／ｃｍ３～０．９５ｇ／ｃｍ３、０．６０
ｇ／ｃｍ３～０．９５ｇ／ｃｍ３、又は更には０．７０ｇ／ｃｍ３～０．９５ｇ／ｃｍ３

をなす密度を有する。この密度は、空隙又は気泡を含めることによって達成される。典型
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的には、ポリマー発泡体層は、少なくとも５容量％、例えば１５容量％～４５容量％、又
は２０容量％～４５容量％の空隙を含む。
【００８０】
　ポリマー発泡体層内の空隙又は気泡は、当該技術分野で記載されている公知の方法のい
ずれかで作り出すことができ、該方法には、気体若しくは発泡剤の使用、及び／又はポリ
マー発泡体層用の組成物中に中空粒子を含めることが含まれる。例えば、米国特許第４，
４１５，６１５号に記載されているアクリルポリマー発泡体を創出するための１つの方法
によれば、アクリル発泡体は、（ｉ）アクリレートモノマー及び任意選択のコモノマーを
含有する組成物を泡立てる工程と、（ｉｉ）泡を裏材上にコーティングする工程と、（ｉ
ｉｉ）泡立てられた組成物を重合させる工程とによって得ることができる。また、アクリ
レートモノマーと任意のコモノマーとの未発泡の組成物を裏材にコーティングし、次いで
、その組成物を同時に発泡及び重合させることも可能である。組成物の発泡は、重合性組
成物をかき回して気体を含ませることによって達成することができる。この目的に好まし
い気体は、特に、重合が光開始される場合、窒素及び二酸化炭素などの不活性気体である
。
【００８１】
　特定の態様では、本開示の感圧接着剤アセンブリは、感圧接着剤層に隣接する第２の感
圧接着剤層を更に含む多層感圧接着剤アセンブリの形態である。
【００８２】
　特定の実施によると、多層感圧接着剤アセンブリは、感圧接着剤層に隣接する第２の感
圧接着剤層を更に含み、本開示の多層感圧接着剤アセンブリは、有利にも、外皮／コア型
多層感圧接着剤アセンブリの形態をとり、その場合、感圧接着剤層は多層感圧接着剤アセ
ンブリのコア層であり、第２の感圧接着剤層は多層感圧接着剤アセンブリの外皮層である
。この特定の実施は、２層ポリマー発泡体テープアセンブリとして一般に言及される。外
皮／コア型の多層感圧接着剤アセンブリは、当業者に周知である。
【００８３】
　本開示による多層感圧接着剤アセンブリ、特に２層ポリマー発泡体テープアセンブリは
、１層感圧接着剤と比較したときに、接着（瞬間接着）が、第２の感圧接着剤層（一般に
は外皮層とも呼ばれる）の配合によって調整され得、同時に、適用の問題、変形の問題、
及びエネルギー分布などのアセンブリ全体の他の特性／要件が、ポリマー発泡体層（一般
にはコア層とも呼ばれる）の適切な配合によって解決され得るという点で、特に有利であ
る。いくつかの態様では、本明細書に開示されるような多層感圧接着剤アセンブリは、平
滑であり、均質であり、いかなる層剥離の発生もなく、相互に化学的に結合される又は相
互に物理的に結合される層からなる。
【００８４】
　いくつかの態様では、本開示の多層感圧接着剤アセンブリが、第２の感圧接着剤層に隣
接する感圧接着剤発泡体層の側に対向する感圧接着剤発泡体層の側の感圧接着剤発泡体層
に隣接することが好ましい、第３の感圧接着剤層を更に含み、それにより３層の多層感圧
接着剤アセンブリを形成することが有利であり得る。
【００８５】
　本開示の一態様による３層の多層感圧接着剤アセンブリは、有利にも、外皮／コア／外
皮の多層感圧接着剤アセンブリの形態をとってよく、その場合、感圧接着剤発泡体層は多
層感圧接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧接着剤層は多層感圧接着剤アセンブ
リの第１の外皮層であり、第３の感圧接着剤層は多層感圧接着剤アセンブリの第２の外皮
層である。
【００８６】
　本開示による感圧接着剤アセンブリのいくつかの特定の態様では、プライマー層が、感
圧接着剤発泡体層及び第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層の間に含まれる
。当業者に公知であるいずれのプライマー組成物も、本開示の文脈において使用され得る
。適切なプライマー組成物を見出すことは、本開示を踏まえて当業者の能力の範疇である
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。
【００８７】
　ただし、有利な態様によると、プライマー層は、好ましくは化学線、より好ましくは電
子線照射により架橋可能なように配合される。本開示の文脈では、驚くことに、架橋性プ
ライマー組成物、特に化学線、好ましくは電子線照射により架橋可能な組成物の使用は、
公知のプライマー組成物に対するプライマー性能の向上を提供することができることが発
見されていた。
【００８８】
　いくつかの感圧接着剤アセンブリの実施では、特に高温（例えば、７０℃）で、既存の
プライマー組成物とゴム系感圧接着剤発泡体層との不相溶性、又は感圧接着剤アセンブリ
の早発の層間剥離が発生する場合があることを実際に見出していた。アクリレート系プラ
イマー組成物をゴム系感圧接着剤発泡体層と更なるアクリレート系感圧性接着剤層（例え
ば、第１及び／又は第２外皮層）と併用すると、特にこのようなことが発生する場合があ
る。
【００８９】
　理論に束縛されるものではないが、架橋性／反応性プライマー組成物によって達成され
るプライマー性能の向上は、プライマー組成物の感圧接着剤発泡体層への接着の向上によ
るものと考えられ、これは、プライマー層における全体的な架橋密度の増加により達成す
るものと考えられる。
【００９０】
　特定の態様では、プライマー層は、多官能（メタ）アクリレート化合物からなる群から
選択される架橋添加剤を含み、多官能（メタ）アクリレート化合物は、上記のように、好
ましくは少なくとも２つの（メタ）アクリロイル基を有する。
【００９１】
　例示的な反応性プライマー組成物は、反応性モノマー、特に反応性アクリレートモノマ
ー（例えば、イソボルニルアクリレートＩＢＯＡ）に溶解させたハロゲン化ポリオレフィ
ン化合物として、多官能（メタ）アクリレート化合物、特に少なくとも２つの（メタ）ア
クリロイル基を有する多官能（メタ）アクリレート化合物と配合されるものを含む。
【００９２】
　いくつかの態様では、本開示による感圧接着剤アセンブリは、好ましくは化学線、より
好ましくは電子線照射により架橋される。好ましい一態様によると、感圧接着剤アセンブ
リは、電子線照射により架橋され、その場合、電子線照射量は、好ましくは１５０ｋＧｙ
未満、１３０ｋＧｙ未満、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、又は３
０ｋＧｙ未満である。電子線照射量は、典型的には少なくとも５ｋＧｙ、少なくとも１０
ｋＧｙ、又は少なくとも２０ｋＧｙである。
【００９３】
　第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層は、当該技術分野で公知の任意の組
成を有してもよい。このように、本開示の多層感圧接着剤アセンブリで使用するこれらの
様々な層の組成は、特には限定されない。
【００９４】
　特定の態様では、第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層は、ポリアクリレ
ート、ポリウレタン、ポリオレフィン、ポリアミン、ポリアミド、ポリエステル、ポリエ
ーテル、ポリイソブチレン、ポリスチレン、ポリビニル、ポリビニルピロリドン、天然ゴ
ム、合成ゴム、及びこれらの任意の組み合わせ、コポリマー、若しくは混合物からなる群
から選択されるポリマー系材料を含む。
【００９５】
　典型的な態様では、第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層は、ポリアクリ
レート、ポリウレタン、及びこれらの任意の組み合わせ、コポリマー、若しくは混合物か
らなる群から選択されるポリマー系材料を含む。別の典型的な態様によると、第２の感圧
接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層は、ポリアクリレート、及びこれらの任意の組み
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合わせ、コポリマー、若しくは混合物からなる群から選択されるポリマー系材料を含む。
【００９６】
　本開示の感圧接着剤アセンブリの好ましい態様によると、第２の感圧接着剤層及び／又
は第３の感圧接着剤層は、それらのモノマー主成分が、好ましくは１～３２個、１～２０
個、又は更には１～１５個の炭素原子を含む直鎖状又は分枝鎖状のアルキル基を有する直
鎖状又は分枝鎖状のアルキル（メタ）アクリレートエステル、好ましくは非極性の直鎖状
又は分枝鎖状のアルキル（メタ）アクリレートエステルを好ましくは含むポリアクリレー
トからなる群から選択されるポリマー系材料を含む。
【００９７】
　本明細書で使用するとき、「アルキル（メタ）アクリレート」及び「アルキル（メタ）
アクリレートエステル」という用語は、互換的に使用される。「（メタ）アクリレート」
という用語は、アクリレート、メタクリレート、又はその両方を指す。「（メタ）アクリ
ル」という用語は、メタクリル、アクリル、又はその両方を指す。「（メタ）アクリル系
」材料とは、式：ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）－（ＣＯ）－（式中、Ｒが水素又はメチルである基で
ある）の基である、（メタ）アクリロイル基を有する１つ又は２つ以上のモノマーから調
製されるものを指す。
【００９８】
　「アルキル」という用語は、飽和炭化水素である、一価の基を指す。アルキルは、直鎖
、分枝鎖、環状、又はこれらの組み合わせであることができ、典型的には、１～３２個の
炭素原子を有する。いくつかの実施形態では、アルキル基は、１～２５個、１～２０個、
１～１８個、１～１２個、１～１０個、１～８個、１～６個、又は１～４個の炭素原子を
含有する。アルキル基の例としては、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ
－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、シクロヘキシ
ル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、２－オクチル、及び２－プロピ
ルヘプチルが挙げられるが、これらに限定されない。
【００９９】
　「ガラス転移温度」及び「Ｔｇ」という用語は、互換的に使用され、材料又は混合物の
ガラス転移温度を指す。別途記載のない限り、ガラス転移温度値は、示差走査熱量測定（
ＤＳＣ）により決定される。
【０１００】
　本開示の感圧接着剤アセンブリの好ましい態様によると、第２の感圧接着剤層及び／又
は第３の感圧接着剤層は、それらのモノマー主成分が、メチル（メタ）アクリレート、エ
チル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）
アクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチル（
メタ）アクリレート、ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート、イソ－ペンチル（メタ）アク
リレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、イソ－ヘキシル（メタ）アクリレート、
シクロヘキシル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ
）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－オクチル（メタ）アクリレ
ート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ラウリ
ル（メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ステアリル（メ
タ）アクリレート、イソボロニルアクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、オクタ
デシルアクリレート、ノニルアクリレート、ドデシルアクリレート、イソホリル（メタ）
アクリレート、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される
直鎖状又は分枝鎖状のアルキル（メタ）アクリレートエステルを含むポリアクリレートか
らなる群から選択されるポリマー系材料を含む。
【０１０１】
　より好ましい態様では、本明細書で使用する直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレ
ートエステルは、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）ア
クリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、２－オクチル（メタ）アクリ
レート、ブチルアクリレート、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群



(16) JP 6444403 B2 2018.12.26

10

20

30

40

50

から、より好ましくは、イソ－オクチルアクリレート、２－エチルへキシルアクリレート
、２－オクチルアクリレート、及び２－プロピルヘプチルアクリレートからなる群から、
選択される。
【０１０２】
　代替的な態様によると、本明細書で使用する直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレ
ートエステルは、２－オクチル（メタ）アクリレートを含むように選択される。２－オク
チル（メタ）アクリレートから誘導されるポリマー系材料は、ｎ－オクチル及びイソオク
チルなどのオクチル（メタ）アクリレートの他の異性体と比較した場合、同等の接着剤特
性を提供する。更に、本感圧接着剤組成物は、同一の濃度及び同一の重合条件下でイソオ
クチルアクリレートなどの他のオクチル異性体から誘導される接着剤組成物と比較する場
合、より低い固有及び溶液粘度を有する。
【０１０３】
　２－オクチル（メタ）アクリレートは、従来技術によって、２－オクタノール、並びに
エステル、酸、及びハロゲン化アシルなどの（メタ）アクリロイル誘導体から調製されて
もよい。２－オクタノールは、ヒマシ油（又はそのエステル若しくはハロゲン化アシル）
から誘導されるリシノール酸を水酸化ナトリウムで処理し、引き続いて共生成物のセバシ
ン酸から蒸留することによって調製されてもよい。
【０１０４】
　しかしながら、本明細書で使用する２－オクチル（メタ）アクリレートモノマーは、少
なくとも部分的に、好ましくは完全に（即ち、１００重量％）、生物材料から、より好ま
しくは植物材料から、誘導されることが好まれる。これは、少なくとも部分的に「グリー
ン」資源から誘導され、環境的により持続可能であり、かつ鉱油及びその価格上昇への依
存性を低減もする接着フィルム／テープを提供するために、有利に使用され得る。
【０１０５】
　本開示の文脈では、「生物材料から誘導される」という用語は、ある特定の化学成分か
ら、その化学構造の少なくとも一部、好ましくはその構造の少なくとも５０重量％が、生
物材料からなることを表す。この定義は原則としては、通常、脂肪酸部分のみが生物資源
から生じる、バイオディーゼル燃料に対するものと同一であり、一方メタノールは、同様
に、石炭又は鉱油などの化石原料からなることがある。
【０１０６】
　既知の感圧接着剤に含まれる（メタ）アクリル系ポリマー材料は、相対的に低いガラス
転移温度（Ｔｇ）（即ち、モノマーのＴｇが、モノマーから調製されるホモポリマーとし
て測定される）を有する１つ以上の非極性アクリレートモノマーと、１つ以上の極性モノ
マーなどの種々の任意のモノマーと、から調製されることが多い。極性モノマーは、しば
しば、酸性基、ヒドロキシル基、又は窒素含有基を有するように選択される。
【０１０７】
　従来の（メタ）アクリル系エラストマー材料内のいくつかの広く使用される非極性アク
リレートモノマーは、２－エチルヘキシルアクリレート（２－ＥＨＡ）及びイソオクチル
アクリレート（ＩＯＡ）などのアルキル（メタ）アクリレートである。
【０１０８】
　本開示の感圧接着剤アセンブリの特定の態様によると、第２の感圧接着剤層及び／又は
第３の感圧接着剤層（外皮層と呼ばれるものと共通）は、極性コモノマー、好ましくは極
性アクリレート、より好ましくはアクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、ヒドロキシア
ルキルアクリレート、アクリルアミド及び置換アクリルアミド、アクリルアミン及び置換
アクリルアミン、並びにこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択さ
れるコモノマーを更に含むポリマー系材料を含む。他の有用な極性コモノマーとしては、
Ｎ置換アクリルアミド、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、ヒドロキシアルキルア
クリレート、シアノエチルアクリレート、無水マレイン酸、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン
、Ｎ－ビニル－カプロラクタム、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物が挙げら
れるが、これらに限定されない。
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【０１０９】
　本開示の典型的な態様によると、感圧接着剤アセンブリに使用する第２の感圧接着剤層
及び／又は第３の感圧接着剤層は、以下を含む重合性材料の反応生成物を含む感圧接着剤
組成物を含む。
　（ａ）イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）アクリレー
ト、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレートからなる群から好
ましくは選択される主要モノマーとしての直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレート
エステル、及び場合により、
　（ｂ）エチレン性不飽和基、好ましくは、前記アクリレート主要モノマーと共重合性で
ある強化モノエチレン性不飽和モノマーを有する第２のモノマー。
【０１１０】
　いくつかの例示的な態様では、感圧接着剤アセンブリに使用する第２の感圧接着剤層及
び／又は第３の感圧接着剤層を形成するのに使用する重合性材料は、エチレン性不飽和基
を有する（少なくとも１つの）第２のモノマーを含む。エチレン性不飽和基を有する任意
の好適な第２のモノマーを使用して、ＰＳＡアセンブリの感圧接着剤アセンブリに使用す
る第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層を形成するのに使用する重合性材料
を調製することができる。本明細書で使用する好適な、エチレン性不飽和基を有する第２
のモノマーは、本開示を踏まえて当業者によって容易に特定されるであろう。
【０１１１】
　本開示の感圧アセンブリの有利な態様によると、第２の感圧接着剤層及び／又は第３の
感圧接着剤層を形成するために使用される重合性材料は、
　ａ）前記主要なモノマーが、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシ
ル（メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレ
ートからなる群から好ましくは選択される、５０～９９．５重量パーセント又は６０～９
０重量パーセントの、第１の／主要なモノマーとしての直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）
アクリレートエステル、場合により、
　ｂ）１．０～５０重量パーセント、３．０～４０重量パーセント、５．０～３５重量パ
ーセント、又は更には１０～３０重量パーセントの、エチレン性不飽和基を有する前記第
２のモノマー、好ましくはエチレン性不飽和基を有する第２の非極性モノマー、場合によ
り、
　ｃ）０．１～１５重量パーセント、０．５～１５重量パーセント、１．０～１０重量パ
ーセント、２．０～８．０重量パーセント、２．５～６．０重量パーセント、又は更には
３．０～６．０重量パーセントの極性モノマー、好ましくは極性アクリレート、及び場合
により、
　ｄ）粘着付与樹脂を含み、
　重量パーセントは、重合性材料の総重量を基準とする。
【０１１２】
　感圧性アセンブリの更に別の有利な態様によると、第２の感圧接着剤層及び／又は第３
の感圧接着剤層を形成するために使用される重合性材料は
　ａ）主要なモノマーが、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（
メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレート
からなる群から好ましくは選択される、第１の／主要なモノマーとしての直鎖又は分枝鎖
アルキル（メタ）アクリレートエステル、場合により、
　ｂ）１．０～５０重量パーセント、３．０～４０重量パーセント、５．０～３５重量パ
ーセント、又は更には１０～３０重量パーセントの、エチレン性不飽和基を有する第２の
モノマー、好ましくはエチレン性不飽和基を有する第２の非極性モノマー、場合により、
　ｃ）０．１～１５重量パーセント、０．５～１５重量パーセント、１．０～１０重量パ
ーセント、２．０～８．０重量パーセント、２．５～６．０重量パーセント、又は更には
３．０～６．０重量パーセントの第１の極性モノマー、好ましくは極性アクリレート、場
合により、
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　ｄ）第２の極性モノマー、好ましくは極性非アクリレートモノマー、及び場合により、
　ｅ）粘着付与樹脂を含み、
　重量パーセントは、重合性材料の総重量を基準とする。
【０１１３】
　ＰＳＡアセンブリのまた別の有利な態様によると、第２の感圧接着剤層及び／又は第３
の感圧接着剤層を形成するために使用される特定の感圧接着剤組成物（即ち、重合性材料
）は、典型的には、粘着付与樹脂を重合性材料１００部当たり、３～５０部、５～３０部
、又は更には８～２５部の量で更に含む。第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着
剤層を形成する際に有用な粘着付与樹脂は、感圧接着剤発泡体に関連して先に記載したと
おりである。
【０１１４】
　本開示による感圧接着剤アセンブリの特定の一態様によると、第２の感圧接着剤層及び
／又は第３の感圧接着剤層を形成するために使用される重合性材料は、架橋剤を重合性材
料の総重量に対して、好ましくは最大５重量パーセントの量で更に含んでもよい。第２の
感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層を形成するために好適な架橋添加剤は、感圧
接着剤発泡体に関連して先に記載したとおりである。
【０１１５】
　フリーラジカル重合のための開始剤は、典型的には、重合性材料を形成するために使用
される様々なモノマーへと添加される。重合開始剤は、熱開始剤、光開始剤、又はその両
方とすることができる。フリーラジカル重合反応に既知である任意の好適な熱開始剤又は
光開始剤を使用することができる。反応開始剤は、典型的には、重合性材料の総重量に対
して、０．０１～５重量パーセントの範囲、０．０１～２重量パーセントの範囲、０．０
１～１重量パーセントの範囲、又は０．０１～０．５重量パーセントの範囲の量で存在す
る。
【０１１６】
　いくつかの実施では、熱反応開始剤が使用される。熱開始剤は、使用される特定の重合
方法に依存して水溶性又は非水溶性（即ち、油溶性）とすることができる。好適な水溶性
反応開始剤としては、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過硫酸ナトリウム、及びこ
れらの混合物などの過硫酸塩；過硫酸塩と、メタ重亜硫酸塩（例えば、メタ重亜硫酸ナト
リウム）、若しくは重硫酸塩（例えば、重硫酸ナトリウム）などの還元剤との反応生成物
などの酸化還元反応開始剤；又は４，４’－アゾビス（４－シアノペンタン酸）及びその
可溶性塩（例えば、ナトリウム、カリウム）が挙げられるが、これらに限定されない。好
適な油溶性反応開始剤としては、２，２’－アゾビス（２－メチルブタンニトリル）であ
るＶＡＺＯ　６７、２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル）であるＶＡＺＯ　６４、
及び（２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルペンタンニトリル）であるＶＡＺＯ　５２
を含む、Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　Ｃｏ．からの商品名ＶＡＺＯで
市販されているものなどの様々なアゾ化合物；並びに過酸化ベンゾイル、過酸化シクロヘ
キサン、過酸化ラウロイル、及びこれらの混合物などの様々な過酸化物が挙げられるが、
これらに限定されない。
【０１１７】
　多くの実施では、光開始剤が使用される。いくつかの例示的な光開始剤は、ベンゾイン
エーテル（例えば、ベンゾインメチルエーテル若しくはベンゾインイソプロピルエーテル
）又は置換ベンゾインエーテル（例えば、アニソインメチルエーテル）である。他の例示
的な光開始剤は、２，２－ジエトキシアセトフェノン又は２，２－ジメトキシ－２－フェ
ニルアセトフェノン（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．（ニュージャージー州、Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐ
ａｒｋ）から商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１で、又はＳａｒｔｏｍｅｒ（ペンシルバニ
ア州、Ｅｘｔｏｎ）から商品名ＥＳＡＣＵＲＥ　ＫＢ－１で市販されている）などの置換
アセトフェノンである。更に他の例示的な光開始剤は、２－メチル－２－ヒドロキシプロ
ピオフェノンなどの置換α－ケトール、２－ナフタレンスルホニルクロライドなどの芳香
族スルホニルクロライド、及び、１－フェニル－１，２－プロパンジオン－２－（Ｏ－エ
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トキシカルボニル）オキシムなどの光活性オキシムである。他の好適な光開始剤としては
、例えば、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４）
、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキシド（ＩＲＧＡＣ
ＵＲＥ　８１９）、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－２－ヒドロキシ
－２－メチル－１－プロパン－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　２９５９）、２－ベンジル
－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）ブタノン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　
３６９）、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルホリノプロパン
－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　９０７）、及び２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェ
ニルプロパン－１－オン（ＤＡＲＯＣＵＲ　１１７３）が挙げられる。
【０１１８】
　第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層を形成するために使用される特定の
重層性材料は、連鎖移動剤を任意選択で更に含有して、結果として得られるエラストマー
材の分子量を制御してもよい。有用な連鎖移動剤の例としては、四臭化炭素、アルコール
、チオグリコール酸イソオクチルなどのメルカプタン、及びこれらの混合物が挙げられる
が、これらに限定されない。使用される場合、重合可能な混合物は、重合性材料の総重量
で使用する最大０．５重量の連鎖移動剤を含んでもよい。例えば、重合性混合物は、０．
０１～０．５重量パーセント、０．０５～０．５重量パーセント、又は０．０５～０．２
重量パーセントの連鎖移動剤を含有し得る。
【０１１９】
　本開示による感圧接着剤アセンブリの特定の一態様によると、第２の感圧接着剤層及び
／又は第３の感圧接着剤層を形成するために使用される特定の重合性材料は、ビニルエス
テル（例えば、酢酸ビニル及びプロピオン酸ビニル）などの１つ又は２つ以上の他のビニ
ルモノマー；スチレン若しくはその誘導体、例えば、アルキル置換スチレン（例えば、α
－メチルスチレン）；ビニルハロゲン化物；又はこれらの混合物を更に含んでもよい。こ
れらのモノマーは、極性又は非極性とすることができる。存在する場合、これらの他のビ
ニルモノマーは、任意の好適な量で存在し得る。いくつかの態様では、ビニルモノマーは
、重合性材料の総重量に対して、最大５重量部の量で存在する。例えば、ビニルモノマー
は、最大４重量パーセント、最大３重量パーセント、又は最大２重量パーセントの量で使
用することができる。いくつかの特定の態様では、ビニルモノマーは、０～５重量パーセ
ント、０．５～５重量パーセント、１～５重量パーセント、０～３重量パーセント、又は
１～３重量パーセントの範囲の量で存在する。
【０１２０】
　多層ＰＳＡアセンブリの感圧接着剤層を形成するために使用される重合性混合物は、有
機溶媒を含んでもよく、又は有機溶媒を本質的に含まなくてもよい。本明細書で使用する
場合、有機溶媒に関して、「本質的に含まない」という用語は、有機溶媒が、重合性材料
の重量を基準として５重量パーセント未満、４重量パーセント未満、３重量パーセント未
満、２重量パーセント未満、又は１重量パーセント未満の量で存在することを意味する。
重合性材料中に有機溶媒が含まれる場合、その量は、多くの場合、所望の粘度を提供する
ように選択される。好適な有機溶媒の例としては、メタノール、テトラヒドロフラン、エ
タノール、イソプロパノール、ヘプタン、アセトン、メチルエチルケトン、メチルアセテ
ート、エチルアセテート、トルエン、キシレン、エチレングリコールアルキルエーテル、
及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【０１２１】
　特定の感圧接着剤組成物は、溶液、バルク（即ち、溶媒をほとんど又は全く含まない）
、分散液、エマルション、及び懸濁液プロセスを含む、様々な従来のフリーラジカル重合
方法によって調製されてもよい。使用される特定の方法は、最終感圧接着剤組成物の使用
によって影響を受ける場合がある。重合性材料の反応生成物は、ランダムコポリマー又は
ブロックコポリマーであることができる。
【０１２２】
　本開示によるＰＳＡアセンブリの感圧接着剤層のために感圧接着剤組成物を調製するい
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くつかの方法では、モノマーを含有する重合性材料は、シロップ様材料に対応する粘度ま
でその粘度を増加させるように、部分的に重合される。概して、主なモノマー及び他の任
意選択のモノマーは、フリーラジカル重合開始剤の一部と混合される。添加される開始剤
の型に応じて、混合物は、典型的には、化学線又は熱に露出されて、一価のモノマー（即
ち、単一のエチレン性不飽和基を含むモノマー）を部分的に重合させる。次に、架橋剤及
び反応開始剤のいずれの残留部分もが、シロップ様の部分的に重合された材料に添加され
得る。任意の粘着付与剤及び可塑剤はまた、部分的に重合された材料と組み合わされ得る
。結果として得られた混合物は、コーティング組成物として、支持体（例えば、剥離ライ
ナー）又は別の層（例えば、ポリマー発泡体層）上により容易に塗布され得る。続いて、
コーティング層は、光開始剤が存在する場合は化学線に、又は熱反応開始剤が存在する場
合は熱に、露出され得る。化学線又は熱への露出は、典型的には、コーティング組成物内
の重合性材料の更なる反応をもたらす。
【０１２３】
　感圧接着剤として有用にするため、感圧接着材料は、典型的に２５℃で３００，０００
パスカル未満の貯蔵弾性率を有する。感圧接着材料の貯蔵弾性率は通常、２５℃で２００
，０００パスカル以下、１００，０００パスカル以下、５０，０００パスカル以下、又は
２５，０００パスカル以下である。例えば、貯蔵弾性率は、２５℃で１０，０００パスカ
ル以下、９，０００パスカル以下、８，０００パスカル以下、又は７，５００パスカル以
下であることができる。多くの場合、より低い貯蔵弾性率が、高性能感圧接着剤のために
望ましい。
【０１２４】
　本開示による感圧接着剤アセンブリの特定の態様では、第２の感圧接着剤層及び／又は
第３の感圧接着剤層は、充填材料を含む。第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着
剤層を形成するために好適な充填材料は、感圧接着剤発泡体に関連して先に記載したとお
りである。
【０１２５】
　本開示を踏まえて当業者には明らかとなるように、他の添加剤を、場合により、感圧接
着剤アセンブリの任意の層に含めて、任意の所望される特性を達成してよい。かかる添加
剤としては、顔料、粘着付与剤、強靱化剤、強化剤、難燃剤、抗酸化剤、及び様々な安定
剤が挙げられる。添加剤は、所望の最終性質を得るのに十分な量で添加される。
【０１２６】
　典型的な実施によると、本開示による感圧接着剤アセンブリは、その主要な表面のうち
の少なくとも１つの上に剥離ライナーを更に提供される。剥離ライナーとして、例えば、
シリコーン処理された紙又はシリコーン処理されたポリマーフィルム材料、特に、シリコ
ーン処理されたＰＥＴフィルム、又はシリコーン処理されたＰＥ若しくはＰＥ／ＰＰブレ
ンドフィルム材料などの、当業者に既知の任意の好適な材料が使用され得る。
【０１２７】
　感圧接着剤アセンブリ中に含まれる様々な感圧接着剤層及び他の任意の層の厚さは、所
望の実施及び関連する特性に応じて幅広く変化し得る。例として、厚さは、各層に関して
、２５μｍ～６０００μｍ、４０μｍ～３０００μｍ、５０μｍ～３０００μｍ、７５μ
ｍ～２０００μｍ、又は更には７５μｍ～１５００μｍで独立して選択され得る。
【０１２８】
　多層感圧接着剤アセンブリが外皮／コア型多層感圧接着剤アセンブリの形態をとり、感
圧接着剤発泡体層が多層感圧接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧接着剤層が多
層感圧接着剤アセンブリの外皮層である特定の実施によると、第２の感圧接着剤層は、第
１の感圧接着剤層と比較して、より薄い厚さを有することが好まれる。これは、感圧接着
剤発泡体層がポリマー発泡体層であり、それによりポリマー発泡体感圧接着剤テープを形
成する実施において特に有利である。例として、第２の感圧接着剤層の厚さは、典型的に
は、２０μｍ～２５０μｍ、又は更には４０μｍ～２００μｍの範囲にあってよく、一方
で、ポリマー発泡体層の厚さは、典型的には、１００μｍ～６０００μｍ、４００μｍ～
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３０００μｍ、又は更には８００μｍ～２０００μｍの範囲にあってよい。かかる多層感
圧接着剤アセンブリは、典型的には、高い剥離接着力を呈する。理論に束縛されるもので
はないが、かかる高い剥離接着力は、第１のＰＳＡ層と比較して、比較的厚いポリマー発
泡体層の安定化作用によって引き起こされると考えられる。
【０１２９】
　有利な態様によると、上記の感圧接着剤発泡体又は上記の感圧接着剤アセンブリは、実
験の項で記載される静的剪断試験方法により７０℃で測定される、２０００分を超える、
４０００分を超える、６０００分を超える、８０００分を超える、又は１００００分を超
える静的剪断強度値を有する。
【０１３０】
　特に有利な態様によると、上記の感圧接着剤発泡体又は上記の感圧接着剤アセンブリは
、実験の項で記載される重量減少試験法による熱重量分析によって測定される、２０００
ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐ
ｍ未満、５００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は３００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合
物（ＶＯＣ）値を有する。
【０１３１】
　さらに有利なことに、上記の感圧接着剤発泡体又は上記の感圧接着剤アセンブリは、試
験方法ＶＤＡ２７８による加熱脱着分析によって測定される、２０００ｐｐｍ未満、１５
００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐ
ｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は３００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を
有する。
【０１３２】
　さらに有利なことに、上記の感圧接着剤発泡体又は上記の感圧接着剤アセンブリは、実
験の項で記載される重量減少試験法による熱重量分析によって測定される、４０００ｐｐ
ｍ未満、３０００ｐｐｍ未満、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐ
ｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満
、又は４００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有する。
【０１３３】
　さらに有利なことに、上記の感圧接着剤発泡体又は上記の感圧接着剤アセンブリは、試
験方法ＶＤＡ２７８による加熱脱着分析によって測定される、４０００ｐｐｍ未満、３０
００ｐｐｍ未満、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０
００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満、又は４００
ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有する。
【０１３４】
　本開示は、上記の感圧接着剤発泡体の製造方法に関し、その方法は、
　ａ）ゴム系エラストマー材；少なくとも１つの炭化水素粘着付与剤；多官能（メタ）ア
クリレート化合物の群から選択される架橋添加剤；場合により、好ましくは膨張性ミクロ
スフェア、グラスバブルズ、ガス空洞体、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物
からなる群から選択される充填材料；場合により、少なくとも１つの可塑剤、特に、ポリ
イソブチレン可塑剤、を配合し、感圧接着剤発泡体配合物を形成する工程、
　ｂ）好ましくは化学線、より好ましくは電子線照射により感圧接着剤発泡体配合物を架
橋する、任意に採用される工程、を備える。
【０１３５】
　特定の態様では、本開示による感圧接着剤発泡体の製造方法は、無溶媒法である。無溶
媒法は、感圧接着剤発泡体の製造方法の加工工程時、溶媒を実質的に添加しないことを示
すことを本明細書では意味する。
【０１３６】
　より特定の態様では、感圧接着剤発泡体の製造方法は、ホットメルト加工工程、より好
ましくはホットメルト押出加工工程、特に２軸スクリューホットメルト押出加工工程を含
む。
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【０１３７】
　感圧接着剤アセンブリを製造するこの方法の特定の態様によると、感圧接着剤発泡体層
の液体前駆体が基材上に配設され、次に、好ましくは、化学線、電子ビーム放射を用いて
、又は熱硬化により硬化される。
【０１３８】
　この方法の他の例示的な態様によると、感圧接着剤発泡体層及び第２の感圧接着剤層及
び／又は第３の感圧接着剤層は、個別に調製され、その後、相互に積層される。
【０１３９】
　この方法の代替的な例示的態様によると、第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接
着剤層の液体前駆体は、ＵＶ、γ（ガンマ）若しくは電子ビーム放射などの化学線を用い
ての硬化、又は熱硬化による硬化の前に、感圧接着剤発泡体層の液体前駆体上に重畳され
る。この方法は、国際公開第２０１１０９４３８５（Ａ１）号に詳述され、その内容は参
照により本明細書に組み込まれる。
【０１４０】
　しかしながら、感圧接着剤アセンブリの製造は、前述の方法に限定されない。例えば、
感圧接着剤アセンブリは、共押出、溶媒系方法、又は同様にこれらの組み合わせによって
製造されてもよい。
【０１４１】
　本開示の感圧接着剤アセンブリは、多様な基材上にコーティング／適用して、接着剤コ
ーティングした物品を製造することができる。基材は、可撓性又は非可撓性であることが
でき、ポリマー材料、ガラス若しくはセラミック材料、金属、又はこれらの組み合わせで
形成することができる。適切な高分子基材としては、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポ
リ塩化ビニル、ポリエステル（ポリエチレンテレフタレート又はポリエチレンナフタレー
ト）、ポリカーボネート、ポリメチル（メタ）アクリレート（ＰＭＭＡ）、酢酸セルロー
ス、三酢酸セルロース、及びエチルセルロースから調製されるものなどの高分子フィルム
が挙げられるが、これらに限定されない。発泡体裏材を使用することもできる。その他の
基材の例として、ステンレス鋼などの金属、金属又は金属酸化物をコーティングした高分
子材料、金属又は金属酸化物をコーティングしたガラスなどが挙げられるが、これらに限
定されない。
【０１４２】
　本開示の感圧接着剤アセンブリは、ラベル、テープ、標識、カバー、マーキングの印、
表示構成要素、タッチパネル、及び同様のものなどの、かかるアセンブリを使用すること
が従来から知られている任意の物品に使用されてもよい。微小複製された表面を有する可
撓性裏材も想到される。
【０１４３】
　感圧接着剤アセンブリは、特定の基材に適合するように改変された任意の従来のコーテ
ィング技法を使用して、基材上にコーティング／適用してよい。例えば、感圧接着剤アセ
ンブリは、ローラーコーティング、フローコーティング、ディップコーティング、スピン
コーティング、スプレーコーティング、ナイフコーティング、及びダイコーティングなど
の方法により、多様な固体基材に適用／コーティングされ得る。これらの様々なコーティ
ング方法は、感圧接着剤アセンブリを基材上に厚さを変えて定置することを可能にするも
のであり、これによりアセンブリはより広い範囲で使用できるようになる。
【０１４４】
　感圧接着剤アセンブリが適用され得る基材は、特定の用途に応じて選択される。例えば
、感圧接着剤アセンブリは、特にその第２及び／又は第３の感圧接着剤層によって、シー
ト製品（例えば、装飾用グラフィック及び反射性製品）、ラベル素材、及びテープ裏材に
適用されてよい。加えて、感圧接着剤アセンブリは、更に別の基材又は対象物をパネル又
は窓に結合することができるように、金属パネル（例えば、自動車のパネル）又はガラス
窓などの他の基材上に直接適用されてもよい。したがって、本開示の感圧接着剤アセンブ
リは、自動車製造業（例えば、外装部品の取り付け用、又はウェザーストリップ用）にお
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いて、建設業において、又はソーラーパネル建設業において特定の使用を見出し得る。
【０１４５】
　そのため、本開示による感圧接着剤発泡体は、（産業）内装用途、さらに具体的には、
建設市場用途、自動車用途、又は電子用途に特に好適である。自動車用途との関係におい
ては、本明細書に記載しているように感圧接着剤発泡体は、自動車本体側面成形、ウェザ
ーストリップ、又はバックミラーを接着させるための特定の使用を見出し得る。
【０１４６】
　したがって、本開示は、産業用途、好ましくは内装（産業）用途、より好ましくは建設
市場用途、自動車用途、又は電子用途に対する、上述のような感圧接着剤発泡体又は感圧
接着剤アセンブリの使用に更に関する。
【０１４７】
　いくつかの態様では、本開示による感圧接着剤アセンブリは、表面エネルギーの低い（
ＬＳＥ）基材に固着する強力な接着剤を形成するのに特に有用であり得る。かかる材料に
含まれるものは、ポリプロピレン、ポリエチレン（例えば、高密度ポリエチレン即ちＨＤ
ＰＥ）、ポリプロピレンのブレンド（例えば、ＰＰ／ＥＰＤＭ、ＴＰＯ）である。他の基
材もまた、基材の表面上に存在する油残留物などの残留物又は塗料などの被膜により、低
表面エネルギーの特性を有し得る。
【０１４８】
　しかしながら、いくつかの態様では、感圧接着剤アセンブリは表面エネルギーの低い表
面に良好に固着するにも関わらず、これらの接着剤の使用は表面エネルギーの低い基材に
限定されない。いくつかの態様では、感圧接着剤アセンブリは、意外にも、例えば、ポリ
アミド６（ＰＡ６）、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）、ＰＣ／ＡＢＳブ
レンド、ＰＣ、ＰＶＣ、ＰＡ、ＰＵＲ、ＴＰＥ、ＰＯＭ、ポリスチレン、ポリ（メチルメ
タクリレート）（ＰＭＭＡ）、クリアコート表面、特に、車のような車両のためのクリア
コート若しくは工業用途のためのコーティングした表面、及び繊維強化プラスチックのよ
うな複合材料などの、中表面エネルギー（ＭＳＥ）基材に良好に固着する。
【０１４９】
　したがって、本開示は、低表面エネルギー基材及び／又は中表面エネルギー基材への固
着のための、上記のような感圧接着剤発泡体又は感圧接着剤アセンブリの使用を更に対象
とする。
【０１５０】
　感圧接着剤アセンブリはまた、感圧接着剤転写テープの形態で提供されてもよく、これ
らのテープでは、感圧接着剤アセンブリの少なくとも１つの層が、後の永久基材への適用
のために剥離ライナー上に配設される。感圧接着剤アセンブリはまた、片面コーティング
されたテープ又は両面コーティングされたテープとして提供されてもよく、これらのテー
プでは、感圧接着剤アセンブリが永久裏材上に配設される。裏材は、樹脂（例えば、二軸
延伸ポリプロピレンなどのポリプロピレン、ビニル、ポリエチレン、ポリエステル、例え
ば、ポリエチレンテレフタレート）、不織布（例えば、紙、布、不織布スクリム）、金属
箔、発泡体（例えば、ポリアクリル酸、ポリエチレン、ポリウレタン、ネオプレン）など
から作製することができる。ポリマー発泡体は、３Ｍ　Ｃｏ．、Ｖｏｌｔｅｋ、Ｓｅｋｉ
ｓｕｉ、及びその他などの様々な供給業者から市販されている。ポリマー発泡体層は、感
圧接着剤アセンブリをポリマー発泡体層の片面若しくは両面に有する共押出シートとして
形成されてもよく、又は感圧接着剤アセンブリが、それに積層されてもよい。感圧接着剤
アセンブリが基材に積層される場合、基材の表面を、接着性を向上させるように処理する
ことが望ましいことがある。かかる処理は、典型的には、感圧接着剤アセンブリ中の材料
及び基材の性質に基づいて選択され、プライマー及び表面改質（例えば、コロナ処理及び
表面磨耗）を含む。
【０１５１】
　片面テープについては、感圧接着剤アセンブリは、裏材の片面に塗布され、好適な剥離
材が、裏材の反対側の表面に塗布される。剥離材は、既知であり、例えば、シリコーン、
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ポリオレフィン、ポリカルバメート、ポリアクリリック、及び同様のものなどの材料を含
む。両面コーティングテープについては、感圧接着剤アセンブリは裏材の片面に塗布され
、感圧接着剤アセンブリは裏材の反対側の表面に配設される。両面コーティングされたテ
ープは、しばしば剥離ライナーを上に付ける。
【０１５２】
　事項１は、ゴム系エラストマー材と、少なくとも１つの炭化水素粘着付与剤と、多官能
（メタ）アクリレート化合物の群から選択される架橋添加剤と、を含む感圧接着剤発泡体
である。
【０１５３】
　事項２は、ミクロスフェア、膨張性ミクロスフェア、好ましくはペンタン充填膨張性ミ
クロスフェア、ガス空洞体、ガラスビーズ、ガラスミクロスフェア、グラスバブルズ、及
びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される充填材料を更に含
む、事項１に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１５４】
　事項３は、前記少なくとも１つの充填材料が、膨張性ミクロスフェア、グラスバブルズ
、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される、事項１又は
２に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１５５】
　事項４は、前記多官能（メタ）アクリレート化合物が、少なくとも２つの（メタ）アク
リロイル基、特に３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基、さらに具体的には３つの（メ
タ）アクリロイル基を含む、事項１～３のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である
。
【０１５６】
　事項５は、事項１～４のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体であり、多官能（メタ
）アクリレート化合物が、以下の式で表される構造を有する。
　Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ１）－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ２－［Ｏ－（ＣＯ）－（Ｒ１）Ｃ＝ＣＨ２］ｎ

　［式中、Ｒ１は、水素又はメチルであり、ｎは、１、２、３、又は４であり、Ｒ２は、
アルキレン、アリーレン、ヘテロアルキレン、又はこれらの任意の組み合わせである。］
【０１５７】
　事項６は、前記多官能（メタ）アクリレートが、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）
アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、及びこれらの任意の
組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される、事項１～５のいずれか一項に記載
の感圧接着剤発泡体である。
【０１５８】
　事項７は、好ましくは化学線、より好ましくは電子線照射により架橋される、事項１～
６のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１５９】
　事項８は、電子線照射により架橋され、その場合、電子線照射量が、１５０ｋＧｙ未満
、１３０ｋＧｙ未満、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、又は３０ｋ
Ｇｙ未満である、事項７に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１６０】
　事項９は、前記電子線照射量が、少なくとも５ｋＧｙ、少なくとも１０ｋＧｙ、又は少
なくとも２０ｋＧｙである、事項７又は８に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１６１】
　事項１０は、前記ゴム系エラストマー材が、天然ゴム、合成ゴム、熱可塑性エラストマ
ー材、非熱可塑性エラストマー材、熱可塑性炭化水素エラストマー材、非熱可塑性炭化水
素エラストマー材、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択さ
れる、事項１～９のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１６２】
　事項１１は、前記ゴム系エラストマー材が、ハロゲン化ブチルゴム、特にブロモブチル
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ゴム及びクロロブチルゴム；ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポリマー；ブロモ－
イソブチレン－イソプレンコポリマー；クロロ－イソブチレン－イソプレンコポリマー；
ブロックコポリマー；オレフィン系ブロックコポリマー；ブチルゴム；合成ポリイソプレ
ン；エチレン－オクチレンゴム；エチレン－プロピレンゴム；エチレン－プロピレンラン
ダムコポリマー；エチレン－プロピレン－ジエンモノマーゴム；ポリイソブチレン；ポリ
（α－オレフィン）；エチレン－α－オレフィンコポリマー；エチレン－α－オレフィン
ブロックコポリマー；スチレン系ブロックコポリマー；スチレン－イソプレン－スチレン
ブロックコポリマー；スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－
エチレン／ブタジエン－スチレンブロックコポリマー；スチレン－エチレン／プロピレン
－スチレンブロックコポリマー；スチレン－ブタジエンランダムコポリマー；オレフィン
系ポリマー及びコポリマー；エチレン－プロピレンランダムコポリマー；エチレン－プロ
ピレン－ジエンターポリマー、並びにこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる
群から選択される、事項１～１０のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１６３】
　事項１２は、前記ゴム系エラストマー材が、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポ
リマー；特にブロモ－イソブチレン－イソプレンコポリマー、クロロ－イソブチレン－イ
ソプレンコポリマー；オレフィン系ブロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロ
ックコポリマー、エチレン－プロピレン－ブチレンコポリマー；スチレン－イソプレン－
スチレンブロックコポリマー；スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー、及
びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物からなる群から選択される、事項１～１１の
いずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１６４】
　事項１３は、前記ゴム系エラストマー材が、ハロゲン化イソブチレン－イソプレンコポ
リマー；特にブロモ－イソブチレン－イソプレンコポリマー、クロロ－イソブチレン－イ
ソプレンコポリマー；オレフィン系ブロックコポリマー、特にエチレン－オクチレンブロ
ックコポリマー、エチレン－プロピレン－ブチレンコポリマー、及びこれらの任意の組み
合わせ若しくは混合物からなる群から選択される、事項１～１２のいずれか一項に記載の
感圧接着剤発泡体である。
【０１６５】
　事項１４は、前記炭化水素粘着付与剤が、脂肪族炭化水素樹脂、脂環式炭化水素樹脂、
芳香族変性脂肪族及び脂環式樹脂、芳香族樹脂、水素添加炭化水素樹脂、テルペン及び変
性テルペン樹脂、テルペンフェノール樹脂、ロジンエステル、並びにこれらの任意の組み
合わせ若しくは混合物からなる群から選択される、事項１～１３のいずれか一項に記載の
感圧接着剤発泡体である。
【０１６６】
　事項１５は、前記炭化水素粘着付与剤が、室温で液体の炭化水素粘着付与剤と室温で固
体の炭化水素粘着付与剤との混合物を含む、事項１～１４のいずれか一項に記載の感圧接
着剤発泡体である。
【０１６７】
　事項１６は、可塑剤を更に含み、その可塑剤が、好ましくはポリイソブチレン、鉱油、
エチレンプロピレンジエンモノマーゴム、液状炭化水素樹脂、及びこれらの任意の組み合
わせ若しくは混合物からなる群から選択される、事項１～１５のいずれか一項に記載の感
圧接着剤発泡体である。
【０１６８】
　事項１７は、ポリイソブチレン可塑剤からなる群から選択される可塑剤を更に含む、事
項１～１６のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１６９】
　事項１８は、前記炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤
が、実験の項で記載される重量減少試験法による熱重量分析によって測定される、１００
０ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は２００ｐ
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ｐｍ未満の揮発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する、事項１～１７のいずれか一項に記載
の感圧接着剤発泡体である。
【０１７０】
　事項１９は、前記炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤
が、実験の項で記載される重量減少試験法による熱重量分析によって測定される、２５０
０ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００
ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、又は５００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯ
Ｇ）値を有する、事項１～１８のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１７１】
　事項２０は、前記炭化水素粘着付与剤及び／又は可塑剤、特にポリイソブチレン可塑剤
が、実験の項で記載されるオーブンガス放出試験方法による重量減少分析によって測定さ
れる、１重量％未満、０．８重量％未満、０．６重量％未満、０．５重量％未満、０．４
重量％未満、０．３重量％未満、０．２重量％未満、又は０．１重量％未満のガス放出値
を有する、事項１～１９のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体である。
【０１７２】
　事項２１は、事項１～２０のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体であって、
　ａ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、２０重量％～８０重量％、３０重量％～７
０重量％、又は４０重量％～６０重量％の前記ゴム系エラストマー材、
　ｂ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、５重量％～６０重量％、５重量％～５０重
量％、１０重量％～４５重量％、又は１５重量％～４５重量％の前記炭化水素粘着付与剤
、
　ｃ）多官能（メタ）アクリレート化合物からなる群から選択され、前記感圧接着剤発泡
体の重量に対して、０．１重量％～１０重量％、０．５重量％～８重量％、１重量％～６
重量％、又は２重量％～５重量％の架橋添加剤、
　ｄ）前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、１重量％～４０重量％、２重量％～３０重
量％、５重量％～３０重量％、又は１０重量％～２５重量％の、任意に用いられる前記ポ
リイソブチレン可塑剤、
　ｅ）好ましくは膨張性ミクロスフェア及びグラスバブルズからなる群から選択され、前
記感圧接着剤発泡体の重量に対して、２重量％～３０重量％、２重量％～２０重量％、又
は２重量％～１５重量％の、任意に用いられる充填材料、
　ｆ）熱安定剤、紫外線安定剤、プロセス安定剤からなる群から選択され、前記感圧接着
剤発泡体の重量に対して、０．０５重量％～２重量％の、任意に用いられる安定剤、
　ｇ）好ましくは、カーボンブラック、アエロジル、及びケイ酸塩からなる群から選択さ
れ、前記感圧接着剤発泡体の重量に対して、０．１重量％～５重量％の、任意に用いられ
る充填添加剤、を含む、感圧接着剤発泡体である。
【０１７３】
　事項２２は、事項１～２１のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体を含む感圧接着剤
アセンブリである。
【０１７４】
　事項２３は、前記感圧接着剤発泡体層が、ポリマー発泡体層の形態をとる、事項２２に
記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１７５】
　事項２４は、感圧接着剤発泡体層に隣接する第２の感圧接着剤層を更に含む多層感圧接
着剤アセンブリの形態である、事項２３に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１７６】
　事項２５は、外皮／コア多層感圧接着剤アセンブリの形態であり、感圧接着剤発泡体層
が、多層感圧接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧接着剤層が、多層感圧接着剤
アセンブリの外皮層である、事項２４に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１７７】
　事項２６は、第２の感圧接着剤層に隣接する感圧接着剤発泡体層の側に対向する感圧接
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着剤発泡体層の側の感圧接着剤発泡体層に隣接することが好ましい、第３の感圧接着剤層
を更に含む多層感圧接着剤アセンブリの形態をとる、事項２４又は２５に記載の感圧接着
剤アセンブリである。
【０１７８】
　事項２７は、外皮／コア／外皮の多層感圧接着剤アセンブリの形態をとり、感圧接着剤
発泡体層が多層感圧接着剤アセンブリのコア層であり、第２の感圧接着剤層は多層感圧接
着剤アセンブリの第１の外皮層であり、第３の感圧接着剤層は多層感圧接着剤アセンブリ
の第２の外皮層である、事項２６に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１７９】
　事項２８は、プライマー層が、感圧接着剤発泡体層及び第２の感圧接着剤層及び／又は
第３の感圧接着剤層の間に含まれる、事項２２～２７のいずれか一項に記載の感圧接着剤
アセンブリである。
【０１８０】
　事項２９は、前記プライマー層が、好ましくは化学線、より好ましくは電子線照射によ
り架橋可能である、事項２８に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１８１】
　事項３０は、前記プライマー層が、架橋添加剤を含み、該架橋添加剤が、好ましくは化
学線、より好ましくは電子線照射により活性化される、事項２９に記載の感圧接着剤アセ
ンブリである。
【０１８２】
　事項３１は、前記プライマー層が、多官能（メタ）アクリレート化合物からなる群から
選択される架橋添加剤を含み、該多官能（メタ）アクリレート化合物が、好ましくは少な
くとも２つの（メタ）アクリロイル基、特に３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基、さ
らに具体的には３つの（メタ）アクリロイル基を含む、事項３０に記載の感圧接着剤アセ
ンブリである。
【０１８３】
　事項３２は、好ましくは化学線、より好ましくは電子線照射により架橋される、事項２
２～３１のいずれか一項に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１８４】
　事項３３は、電子線照射により架橋され、その場合、電子線照射量が、１５０ｋＧｙ未
満、１３０ｋＧｙ未満、１００ｋＧｙ未満、８０ｋＧｙ未満、５０ｋＧｙ未満、又は３０
ｋＧｙ未満である、事項３２に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１８５】
　事項３４は、前記電子線照射量が、少なくとも５ｋＧｙ、少なくとも１０ｋＧｙ、又は
少なくとも２０ｋＧｙである、事項３３に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１８６】
　事項３５は、前記第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層が、ポリアクリレ
ート、ポリウレタン、ポリオレフィン、ポリアミン、ポリアミド、ポリエステル、ポリエ
ーテル、ポリイソブチレン、ポリスチレン、ポリビニル、ポリビニルピロリドン、天然ゴ
ム、合成ゴム、及びこれらの任意の組み合わせ、コポリマー、若しくは混合物からなる群
から選択されるポリマー系材料を含む、項目２２～３４のいずれか一項に記載の感圧接着
剤アセンブリである。
【０１８７】
　事項３６は、前記第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層は、ポリアクリレ
ートからなる群から選択されるポリマー系材料を含み、その主要なモノマー成分は、好ま
しくは１～３０個、１～２０個、又は更には１～１５個の炭素原子を含む直鎖又は分枝鎖
アルキル基を有する、直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレートエステル、好ましく
は非極性の直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレートエステルを好ましくは含む、事
項３５に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１８８】
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　事項３７は、前記第２の感圧接着剤層及び／又は第３の感圧接着剤層は、ポリアクリレ
ートからなる群から選択されるポリマー系材料を含み、その主要なモノマー成分は、メチ
ル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－プロピル（メタ）アクリレ
ート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリ
レート、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート、
イソ－ペンチル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、イソ－へキ
シル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）ア
クリレート、オクチル（メタ）アクリレート、イソ－オクチル（メタ）アクリレート、２
－オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）アクリレート、デシル（
メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、２－プロピルヘプチル（メタ）ア
クリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、イソボルニルアクリレート、ベンジル（
メタ）アクリレート、オクタデシルアクリレート、ノニルアクリレート、ドデシルアクリ
レート、イソフォリル（メタ）アクリレート、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混
合物からなる群から選択される、直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレートエステル
を含む、事項３５又は３６に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１８９】
　事項３８は、前記直鎖又は分枝鎖アルキル（メタ）アクリレートエステルは、イソ－オ
クチル（メタ）アクリレート、２－エチルへキシル（メタ）アクリレート、２－プロピル
ヘプチル（メタ）アクリレート、ブチルアクリレート、及びこれらの任意の組み合わせ若
しくは混合物からなる群から、より好ましくは、イソ－オクチルアクリレート、２－エチ
ルへキシルアクリレート、及び２－プロピルヘプチルアクリレートからなる群から、選択
される、事項３７に記載の感圧接着剤アセンブリである。
【０１９０】
　事項３９は、実験の項で記載される静的剪断試験方法により７０℃で測定される、２０
００分を超える、４０００分を超える、６０００分を超える、８０００分を超える、又は
１００００分を超える静的剪断強度値を有する、事項１～２１のいずれか一項に記載の感
圧接着剤発泡体又は事項２２～３８のいずれか一項に記載の感圧接着剤アセンブリである
。
【０１９１】
　事項４０は、実験の項で記載される重量減少試験法による熱重量分析によって測定され
る、２０００ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満
、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は３００ｐｐｍ未満の揮
発性有機化合物（ＶＯＣ）値を有する、事項１～３９一項に記載の感圧接着剤発泡体又は
感圧接着剤アセンブリである。
【０１９２】
　事項４１は、試験方法ＶＤＡ２７８による加熱脱着分析によって測定される、２０００
ｐｐｍ未満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐ
ｍ未満、５００ｐｐｍ未満、４００ｐｐｍ未満、又は３００ｐｐｍ未満の揮発性有機化合
物（ＶＯＣ）値を有する、事項１～４０のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体又は感
圧接着剤アセンブリである。
【０１９３】
　事項４２は、実験の項で記載される重量減少試験法による熱重量分析によって測定され
る、４０００ｐｐｍ未満、３０００ｐｐｍ未満、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未
満、１５００ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、
５００ｐｐｍ未満、又は４００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有す
る、事項１～４１のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体又は感圧接着剤アセンブリで
ある。
【０１９４】
　事項４３は、試験方法ＶＤＡ２７８による加熱脱着分析によって測定される、４０００
ｐｐｍ未満、３０００ｐｐｍ未満、２５００ｐｐｍ未満、２０００ｐｐｍ未満、１５００
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ｐｐｍ未満、１０００ｐｐｍ未満、８００ｐｐｍ未満、６００ｐｐｍ未満、５００ｐｐｍ
未満、又は４００ｐｐｍ未満の揮発性フォギング化合物（ＦＯＧ）値を有する、事項１～
４２のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体又は感圧接着剤アセンブリである。
【０１９５】
　事項４４は、事項１～２１のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体の製造方法であっ
て、
　ａ）ゴム系エラストマー材；少なくとも１つの炭化水素粘着付与剤；多官能（メタ）ア
クリレート化合物の群から選択される架橋添加剤；場合により、好ましくは膨張性ミクロ
スフェア、グラスバブルズ、ガス空洞体、及びこれらの任意の組み合わせ若しくは混合物
からなる群から選択される充填材料；場合により、少なくとも１つの可塑剤、特に、ポリ
イソブチレン可塑剤、を配合し、感圧接着剤発泡体配合物を形成する工程、
　ｂ）好ましくは化学線、より好ましくは電子線照射により前記感圧接着剤発泡体配合物
を架橋する、任意に採用される工程、を備える、製造方法である。
【０１９６】
　事項４５は、無溶媒方法である、事項４４に記載の方法である。
【０１９７】
　事項４６は、ホットメルト加工工程、好ましくは連続ホットメルト混合加工工程、より
好ましくはホットメルト押出加工工程、特に２軸スクリューホットメルト押出加工工程を
含む、事項４４又は４５に記載の方法である。
【０１９８】
　事項４７は、産業用途、好ましくは内装用途、より好ましくは建設市場用途、自動車用
途、又は電子用途に対する、事項１～４３のいずれか一項に記載の感圧接着剤発泡体又は
感圧接着剤アセンブリの使用である。
【実施例】
【０１９９】
　以下の実施例により本開示が更に説明される。これらの実施例は単に例示のためのもの
に過ぎず、添付の請求項の範囲を限定することを意図するものではない。
【０２００】
　試験方法及び手順
　ＴＧＡ試験方法
　ＴＧＡ（熱重量分析）測定は、Ｔｅｘａｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ製Ｑ５０００ＩＲ
装置を用いて行う。サンプルを白金皿に秤量し、オートサンプラーを用いて装置のオーブ
ンに置く。オーブンの窒素の流量は、２５ｍＬ／分で、残部の窒素の流量は、１０ｍＬ／
分である。温度は３０℃で平衡化し、１５分間保持される。その後、６０℃／分の傾きで
９０℃まで昇温する。次に、９０℃を３０分間保持する。次の工程で、６０℃／分の傾き
で１２０℃まで昇温する。１２０℃を６０分間保持する。９０℃で３０分間（ＶＯＣ分析
）及び１２０℃で６０分間（ＦＯＧ分析）の重量減少を記録する。
【０２０１】
　１０℃／分の傾きで８００℃まで昇温し、試験を終了する。次に、温度を６００℃で平
衡化し、オーブンを空気でパージし、１０℃／分の傾きで９００℃まで昇温する。
【０２０２】
　オーブンガス放出試験方法
　原材料サンプルのガス放出の測定は、選択した原料１０ｇをアルミニウムカップに０．
１ｍｇの精度で秤量することによって、実施する。この工程の前に、０．１ｍｇの同じ精
度でアルミニウムカップを先に秤量する。秤量したサンプルを強制エアオーブンに１６０
℃で２時間置く。サンプルをオーブンから一旦取り出し、周囲温度（２３℃＋／－２℃）
で放冷し、詰めたアルミニウムカップを再度秤量する。オーブン乾燥前後のサンプルの重
量減少を計算し、％単位で記録する。
【０２０３】
　ＶＤＡ試験方法２７８による有機物放散の加熱脱着分析
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　ＶＤＡ試験方法２７８は、自動車の内装の製造に使用される非金属トリム部分からの有
機物放散の決定のために使用される試験方法である（ＶＤＡは、「Ｖｅｒｂａｎｄ　ｄｅ
ｒ　Ａｕｔｏｍｏｂｉｌｉｎｄｕｓｔｒｉｅ」の略である。ｔｈｅ　Ｇｅｒｍａｎ　Ａｓ
ｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ａｕｔｏｍｏｂｉｌｉｓｔｓ）。試験方法により、放散され
た有機化合物を以下の２つのグループに分類する。
　ＶＯＣ値－最大ｎ－Ｃ２０揮発性及び半揮発性化合物の合計、
　ＦＯＧ値－ｎ－Ｃ１６～ｎ－Ｃ３２半揮発性及び重い化合物の合計。
【０２０４】
　ＶＯＣ値及びＦＯＧ値の測定のため、３０ｍｇ＋／－５ｍｇの接着剤サンプルを空のガ
ラスサンプル管に直接、秤量する。サンプルから揮発性及び半揮発性有機化合物をガス流
に抽出し、二次トラップに再度集めた後、分析用ＧＣに注入する。ＶＤＡ　２７８試験の
ため、本明細書では自動化加熱脱着装置（Ｍａｒｋｅｓ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　
Ｕｌｔｒａ－ＵＮＩＴＹ　ｓｙｓｔｅｍ）が使用される。
【０２０５】
　試験方法は、２つの抽出段階を含む。
　－ＶＯＣ分析。これは、サンプルを９０℃で３０分間、脱着し、最大ｎ－Ｃ２０のＶＯ
Ｃを抽出することに関連する。この後、サンプル１ｇ当たりトルエン当量μｇとして各化
合物の半定量分析を行う。
　－ＦＯＧ分析。これは、サンプルを１２０℃で６０分間、脱着し、最大ｎ－Ｃ１６～ｎ
－Ｃ３２に及ぶ半揮発性化合物を抽出することに関連する。この後、サンプル１ｇ当たり
ヘキサデカン当量μｇとして各化合物の半定量分析を行う。
【０２０６】
　結果の表現は、サンプル当たり３回の測定値の平均である。ＶＯＣ値は、２回の測定値
によって決定される。ＶＤＡ２７８試験方法に示されるように、測定値のより高い値が結
果として示される。ＦＯＧ値を決定するために、ＶＯＣ分析後、脱着管に第２サンプルを
保持し、１２０℃まで６０分間、再加熱する。
【０２０７】
　３００ｍｍ／分における９０°剥離試験（Ｆｉｎａｔ試験方法Ｎｏ．２、第８版、２０
０９に従う）
　本開示に従う、１０ｍｍの幅及び１２０ｍｍ超の長さを有する多層感圧接着剤アセンブ
リストリップを、サンプル材料から縦方向に切り取る。
【０２０８】
　試験サンプル調製のために、まずライナーを１つの接着剤面から除去し、２２×１．６
ｃｍ、厚さ０．１３ｍｍのアルミニウムストリップ上に定置する。次に、ライナーを除去
した後に、各ＰＳＡアセンブリストリップの接着剤でコーティングした面を、その接着剤
面を下向きにして、軽い指圧を使用して清潔な試験パネル上に配置する。次に、標準ＦＩ
ＮＡＴ試験ローラー（６．８ｋｇ重量）を用いて、試験サンプルを１秒あたり約１０ｍｍ
の速度で２回回転させて、接着剤の塊と表面との間に密着接触を得る。感圧接着剤アセン
ブリストリップを試験パネルに適用した後、試験サンプルを、試験に先行して周囲室温（
２３℃＋／－２℃、５０％相対湿度＋／－５％）で２４時間滞留させる。
【０２０９】
　剥離試験のために、試験サンプルを、第１の工程としてＺｗｉｃｋ引張試験機（Ｚｗｉ
ｃｋ／Ｒｏｅｌｌ　ＧｍｂＨ、Ｕｌｍ、ドイツから市販されているＭｏｄｅｌ　Ｚ０２０
）の下方可動掴み具内に締め付け固定する。多層感圧接着剤フィルムストリップを、９０
°の角度で折り返し、その自由端を、９０°測定用に一般に利用される構成で引張試験機
の上方掴み具内に把握する。引張試験機を、１分当たり３００ｍｍの掴み具分離速度に設
定する。試験結果を、１０ｍｍあたりのＮｅｗｔｏｎ（Ｎ／１０ｍｍ）として表す。引用
される剥離値は、２回の９０°剥離測定値の平均である。
【０２１０】
　５００ｇ、室温での静的剪断試験（ＦＩＮＡＴ試験方法８、第８版、２００９に従う）



(31) JP 6444403 B2 2018.12.26

10

20

30

40

　周囲室温（２３℃＋／－２℃及び５０％＋／－５％相対湿度）で試験を実行する。試験
片を１２．７ｍｍ×２５．４ｍｍの寸法を有するように切断する。次に、試験片の片面か
らライナ－を除去し、接着剤を２５．４ｍｍ×５０ｍｍ×厚さ１ｍｍの寸法を有し、重り
用の穴を有するアルミニウムプレートに接着させる。その後、第２のライナーを試験片か
ら除去し、この試験片を有する小さなパネルを５０ｍｍ×５０ｍｍ×２ｍｍの寸法を有す
る試験パネル（ステンレス鋼）の短辺に貼付する。
【０２１１】
　次に、標準ＦＩＮＡＴ試験ローラー（６．８ｋｇ重量）を用いて、試験サンプルを１秒
あたり約１０ｍｍの速度で２回回転させて、接着剤の塊と表面との間に密着接触を得る。
感圧接着剤アセンブリストリップを試験パネルに適用した後、試験サンプルを、試験に先
行して周囲室温（２３℃＋／－２℃、５０％相対湿度＋／－５％）で２４時間滞留させる
。
【０２１２】
　次に、自動のタイムロガーを有する垂直な剪断スタンド（＋２°の配置）に各サンプル
を入れた後、５００ｇの重りをアルミニウムプレートの穴に入れて吊るす。破損までの時
間を測定し、分単位で記録する。目標値は１０．０００分である。試験片当たり２つのサ
ンプルを測定する。「１００００＋」の記録された時間は、接着剤が１００００分後に不
合格でないことを示す。
【０２１３】
　５００ｇ、７０℃での静的剪断試験（ＦＩＮＡＴ試験方法Ｎｏ．８、第８版、２００９
に従う）
　試験は７０℃で行う。試験片を１２．７ｍｍ×２５．４ｍｍの寸法を有するように切断
する。次に、試験片の片面からライナ－を除去し、接着剤を２５．４ｍｍ×５０ｍｍ×厚
さ１ｍｍの寸法を有し、重り用の穴を有するアルミニウムプレートに接着させる。その後
、第２のライナーを試験片から除去し、この試験片を有する小さなパネルを５０ｍｍ×５
０ｍｍ×２ｍｍの寸法を有する試験パネル（ステンレス鋼）の短辺に貼付する。
【０２１４】
　次に、標準ＦＩＮＡＴ試験ローラー（６．８ｋｇ重量）を用いて、試験サンプルを１秒
あたり約１０ｍｍの速度で２回回転させて、接着剤の塊と表面との間に密着接触を得る。
感圧接着剤アセンブリストリップを試験パネルに適用した後、試験サンプルを、試験に先
行して周囲室温（２３℃＋／－２℃、５０％相対湿度＋／－５％）で２４時間滞留させる
。
【０２１５】
　次に、自動のタイムロガーを有する７０℃の垂直な剪断スタンド（＋２°の配置）に各
サンプルを入れる。オーブンに１０分滞留させた後、アルミニウムプレートの穴に５００
ｇ重量を吊す。破損までの時間を測定し、分単位で記録する。目標値は１０．０００分で
ある。試験片当たり２つのサンプルを測定する。「１００００＋」の記録された時間は、
接着剤が１００００分後に不合格でないことを示す。
【０２１６】
　破損状態は、以下のように示す。
　ＦＳ（「発泡体分裂」は、発泡体コアの凝集破壊を示す）
　２Ｂ（「２－接着」は、外皮及び発泡体コアの剥離、即ち外皮／プライマー又はプライ
マー／外皮のそれぞれの破損を示す）
【０２１７】
　使用した原材料：
　使用した原材料及び市販の接着テープを以下の表１にまとめる。
【０２１８】
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【表１】

【０２１９】
　接着剤混練及びサンプル調製
　接着発泡体テープ調製
　混練容積が３７０ｃｍ３のＢｒａｂｅｎｄｅｒ　Ｐｌａｓｔｏｇｒａｐｈ混練機（Ｂｒ
ａｂｅｎｄｅｒ　ＧｍｂＨ製、デュースブルグ、ドイツ）を用いて、ホットメルト工程で
、ゴム系エラストマー材としてオレフィン系ブロックコポリマーを含む感圧接着剤発泡体
を調製する。ブロモ－ブチルゴムをベースにした感圧接着剤発泡体は、混練容積が２５０
ｃｍ３のＨａａｋｅ　Ｐｏｌｙｌａｂ　ＯＳ混練機内でホットメルト配合される。
【０２２０】
　第１工程で、選択したゴム系エラストマー材、炭化水素粘着付与剤樹脂、及び任意で可
塑剤を３０ｒｐｍの速度で一定混練しながら、慎重に添加する。ブロモブチルゴムの添加
のため、混練機にブロックを投入する前に、ゴムのブロックから３×３ｃｍの試験片を切
り出し、６０℃まで強制空気オーブン内で予熱する。
【０２２１】
　第２工程で、Ｋ３７グラスバブルズを添加し、均質な塊が得られるまで、混合物を混合
する。最終工程で、一定量の架橋剤を添加し、混合物が均質になるまで、混練する。次に
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、塊を取り出す。
【０２２２】
　１２０℃で操作される５０ｋＮ熱プレス（Ｒｕｃｋｓ　Ｍａｓｃｈｉｅｎｅｎｂａｕ　
ＧｍｂＨ、グラウハウ、ドイツ）において、発泡体の塊を２つのシリコーン処理紙の剥離
ライナー間に配置し、厚み１．２ｍｍのシートに加圧する。
【０２２３】
　感圧接着剤発泡体の電子線放射
　次に、Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｃｒｏｓｓｌｉｎｋｉｎｇ　ＡＢ（ネーレン、ドイツ）製の
８０～３００ｋＶの電子線装置を用いて、発泡体シートに電子線を放射する。電子線放射
前に、トップライナーを除去する。次に、発泡体シートに両面から電子線を照射する。発
泡体をベースにするオレフィン系ブロックコポリマーの場合、２６５ｋＶの加速電圧を使
用し、８６０～９００ｇ／ｍ２発泡体シートに最良のイオン化特性を提供する。このよう
な発泡体シートに各面から照射量１００ｋＧｙを使用して照射する。窒素間隙は３０ｍｍ
に調整する。
【０２２４】
　発泡体をベースにするブロモブチルゴムに対しては、２９５ｋＶの加速電圧を使用し、
１０５６ｇ／ｍ３発泡体シートに最良のイオン化特性を提供する。このような発泡体シー
トに各面から照射量１０、２０、及び３０ｋＧｙを使用して照射する。同様に、窒素間隙
は３０ｍｍに調整する。
【０２２５】
　感圧接着剤アセンブリの製造
　本発明による感圧接着剤アセンブリを提供するために、電子線照射した発泡体シートを
Ｐｒｉｍｅｒ９４（３Ｍ　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨ製、ドイツ）の薄層又は電
子線硬化性プライマーを用いて下塗りする。溶剤系プライマーＰ９４を使用する場合、溶
剤を蒸発した後、アクリル系転写接着剤４６８ＭＰの層を室温（２３℃＋／－２℃）で発
泡体シート上に積層する。外皮／コア／外皮構造が所望される場合、発泡体コアの第２の
側面に対して、この工程を繰り返す。
【０２２６】
　電子線硬化性プライマーを使用する場合、Ｅｒｉｃｈｓｅｎの１０μｍらせん状塗布器
を用いて反応性プライマー溶液を発泡体コアにコーティングする。次に、発泡体構造を架
橋すると同時にプライマー層を硬化するような電子線照射に感圧性接着剤アセンブリサン
プルを露出する。これにより、プライマー層の発泡体コアへの非常に良好な接着も得られ
る。
【０２２７】
　本明細書で用いられる電子線硬化性プライマー（又は反応性プライマー）は、反応性ア
クリレートモノマー（イソボルニルアクリレート）に溶解した変性塩素化ポリオレフィン
を含み、これは、電子線照射への露出時、架橋剤として働く三官能性アクリレート（ＳＲ
３５１）と配合される。プライマー組成物を表２に示す。
【０２２８】
【表２】

【０２２９】
　感圧性接着剤アセンブリの例示的な調製
　第１工程で、発泡体コアを上述したように製造する。合計１４個の異なる発泡体コア（
Ｅ１～Ｅ１４）及び１つの比較用発泡体コア（Ｃ１）を製造する。次に、これらのコア発
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感圧接着剤アセンブリを提供する。
【０２３０】
　選択された発泡体コアの組成を以下の表３及び４に記載する。表３では、エラストマー
材としてブロモブチルゴム（Ｅ１～Ｅ５）及び架橋添加剤として三官能メタクリレートを
使用する発泡体コアが開示される。表４では、エラストマー材としてオレフィン系ブロッ
クコポリマー及び異なる種類の架橋添加剤を使用する発泡体コアが提供される。
【０２３１】
【表３】

【０２３２】
【表４】

【０２３３】
　表５では、静的剪断及び９０°剥離試験に使用される例示的な感圧接着剤アセンブリの
概要が提供される。感圧接着剤アセンブリすべてで、外皮層としてアクリル系転写テープ
４６８ＭＰを使用する。
【０２３４】
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【表５】

【０２３５】
　試験結果：
　ＴＧＡ試験結果
　いくつかの発泡体原料及び市販の発泡体に関して、熱重量分析（ＴＧＡ）を行う。結果
を表６に記載する。
【０２３６】
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【表６】

【０２３７】
　オーブンガス放出結果
　選択された発泡体原料が低ＶＯＣ感圧接着剤発泡体を得ることに貢献する場合、実験室
規模の迅速な評価に関するオーブンガス放出試験が可能である。この試験の結果を表７に
示し、重量減少％として記録する。
【０２３８】

【表７】

【０２３９】
　粘着付与剤樹脂Ｅｓｃｏｒｅｚ　５６１５（Ｅ５６１５）及びＥｓｃｏｒｅｚ　１３０
４（Ｅ１３０４）は、１６０℃で非常に良好な熱安定性を示す。一方、Ｒｅｇａｌｉｔｅ
　９１００（Ｒ９１００）は、１６０℃で重量減少が大きい。したがって、例えば、ホッ
トメルト加工において、高温で加工する場合、１６０℃での重量減少は、原料の熱安定性
の良好な指標及び原料の挙動を与える。
【０２４０】
　ＶＤＡ　２７８試験結果
　ＶＯＣ値及びＦＯＧ値を決定するために、いくつかの発泡体コアシートに対して、ＶＤ
Ａ　２７８による測定を行う。結果を表８に記載する。
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【０２４１】
【表８】

【０２４２】
　低ガス放出炭化水素粘着付与剤、低ガス放出可塑剤、及び多官能性架橋添加剤（ＳＲ　
３５０）を使用して製造される発泡体コアは、非常に小さいＶＯＣ値（５００ｐｐｍ未満
）を示す。
【０２４３】
　室温（ＲＴ）及び７０℃での９０°剥離及び静的剪断（ＳＳ）試験結果
　実施例の室温及び７０℃での９０°剥離試験結果及び静的剪断試験結果を表９に示す。
【０２４４】
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【表９】

【０２４５】
　ＦＳは発泡体分裂（凝集破壊）を指し、２Ｂは２－接着（外皮及びコアの剥離）を指す
。
【０２４６】
　表９にまとめられた結果から、本発明に従う感圧接着剤アセンブリと比較して、本発明
に従わない感圧接着剤アセンブリ（実施例６、１１、１２及び比較例１）、即ち、架橋添
加剤として多官能（メタ）アクリレート化合物を使用しないものは、高温（７０℃）で静
的剪断性能が不十分であることがわかる。
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